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大妻女子大学学則 

 

 

制定 昭和48年４月１日 改正 昭和50年４月１日 改正 昭和51年４月１日 

改正 昭和52年４月１日 改正 昭和53年４月１日 改正 昭和54年４月１日 

改正 昭和55年４月１日 改正 昭和56年４月１日 改正 昭和57年４月１日 

改正 昭和58年４月１日 改正 昭和59年４月１日 改正 昭和60年４月１日 

改正 昭和61年４月１日 改正 昭和62年４月１日 改正 昭和63年４月１日 

改正 平成元年４月27日 改正 平成２年４月１日 改正 平成３年４月１日 

改正 平成３年６月24日 改正 平成３年９月24日 改正 平成３年12月24日 

改正 平成４年12月18日 改正 平成６年１月27日 改正 平成７年２月１日 

改正 平成８年２月１日 改正 平成８年10月28日 改正 平成９年１月30日 

改正 平成９年11月４日 改正 平成11年１月29日 改正 平成12年３月30日 

改正 平成13年３月29日 改正 平成13年５月25日 改正 平成14年３月22日 

改正 平成15年１月28日 改正 平成16年１月27日 改正 平成16年10月26日 

改正 平成18年１月27日 改正 平成18年３月29日 改正 平成18年７月28日 

改正 平成18年12月19日 改正 平成20年１月30日 改正 平成20年３月27日 

改正 平成21年３月26日 改正 平成22年１月28日 改正 平成23年１月28日 

改正 平成24年１月30日 改正 平成24年３月28日 改正 平成25年１月29日 

改正 平成25年３月27日 改正 平成26年１月30日 改正 平成26年１月30日 

改正 平成27年３月27日 改正 平成27年７月24日 改正 平成27年12月21日 

改正 平成27年12月21日 改正 平成28年10月28日 改正 平成29年１月27日 

改正 平成29年５月29日 改正 平成30年１月26日 改正 平成30年３月28日 

改正 平成31年１月29日 改正 平成31年３月28日 改正 令和元年10月25日 

改正 令和２年１月29日 改正 令和２年３月27日 改正 令和２年５月27日 

改正 令和２年12月22日 改正 令和３年１月29日 改正 令和３年３月26日 

改正 令和４年１月28日     

※令和５年４月１日施行の学則から、最終承認日は附則に記載 
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第１章  総  則 

第１条 本学は教育基本法に基づき、学校教育法の定めるところに従い、広く知識を授けると共

に深く専門の学芸を教授研究して、応用的能力の展開と人格の完成に努め、高い知性と豊かな

情操を有する女性の育成を目的とする。 

第２条 本学は、学校法人大妻学院がこれを設置する。 

２ 本学は東京都千代田区三番町１２番地及び東京都多摩市唐木田２丁目７番地１に置く。 

第２条の２ 本学は、教育研究水準の向上を図り、本学の目的及び社会的使命を達成するため、

教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価を行い、その結果を公表するものとする。 

２ 前項の点検及び評価に関する事項は別に定める。 

 

第２章  学部及び学科 

第３条 本学に、次の学部、学科及び専攻を置く。 

家政学部   被服学科 

食物学科   食物学専攻 

管理栄養士専攻 

児童学科   児童学専攻 

児童教育専攻 

ライフデザイン学科 

文学部    日本文学科 

英語英文学科 

コミュニケーション文化学科 

社会情報学部 社会情報学科 社会生活情報学専攻 

環境情報学専攻 

情報デザイン専攻 

比較文化学部 比較文化学科 

データサイエンス学部 データサイエンス学科 

人間共生学部 社会学科 

心理学科 

福祉学科 

共生デザイン学科 

２ 本学に大学院を置く。大学院の規程は別に定める。 

３ 本学に人間生活文化研究所を置く。人間生活文化研究所の規程は別に定める。 

第３条の２ 各学部、学科の教育研究上の目的は、次のとおりとする。 

一 家政学部 

新しい時代に求められる学びをリードする「未来志向型サイエンス」を主軸に教育を行い、

自立心あふれる職業人を育成する。 

イ 被服学科 

衣を通して、イマジネーションにあふれる生活を創造し、新しい価値観と豊かな心を育

み、夢のある社会の形成に参加できる人を育成する。 
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ロ 食物学科 

「食」の専門家として高度な技術と知識を持ち、社会に貢献できる人材を育成する。 

ハ 児童学科 

子どもの成長を総合的に支援していくために必要な専門性をもった人材を育成する。 

ニ ライフデザイン学科 

２１世紀に求められる真に豊かな生活や自立した生き方をデザインし、提言できる人材

を育成する。 

二 文学部 

「ことば」による広い意味でのコミュニケーションを教育のテーマとし、実技と知識・感

覚の錬磨を学修と教育の両輪とすることにより、時代の進展に柔軟に適応できる有為な人材

を養成する。 

イ 日本文学科 

日本語と日本文学を通して、人間理解を深め、豊かな教養と人間性を養う。 

ロ 英語英文学科 

英語とそれを中心とした文学や文化の学修を通して、人間理解を深め、国際性豊かな人

材を育成する。 

ハ コミュニケーション文化学科 

国際性、現代性、学際性をキーワードに、社会・文化をとらえ、国際的なコミュニケー

ションの場で自立できる女性を育成する。 

三 社会情報学部 社会情報学科 

現代社会が要求する情報リテラシーを修得し、高度に発達したＩＴ社会で活躍することの

できる人材を養成する。 

社会生活情報学専攻では、意思決定と自己表現ができる、社会知識のある女性を育成する。 

環境情報学専攻では、環境問題の発生から解決までを学び、総合的な視点を養うことので 

きる人材を育成する。 

情報デザイン専攻では、高度な情報処理能力によって情報システムを具現化できる人材、

及びヒューマンスキルに基づいて情報を的確に表現できる人材を育成する。 

四 比較文化学部 比較文化学科 

２カ国語を修得し、各地域毎の文学、美術、宗教、政治、歴史などを日本文化と比較研究

することにより、急激に変化する国際社会にも柔軟に対応できる人材を育成する。 

五 データサイエンス学部 データサイエンス学科 

データサイエンスの知識やスキルを修得し、ビジネスや社会の課題の設定や解決ができる

文理融合人材を育成する。 

 六 人間共生学部 

   大学の教育目的に則し、社会学、心理学、福祉学等を基盤に、基礎から応用・実践に至る

まで幅広く学習することを通じて、多様な人々と共生し協働するための知識とコミュニケー

ション能力、すぐれた問題解決能力、実践力を備えた人材を育成し、共生社会の実現に資す

ることを教育研究上の目的とする。 

  イ 社会学科 
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    学部の教育目的に則し、社会学の基礎的知識及び社会調査の基礎的スキルを学ぶ科目か

ら、得られた知識・スキルを応用する演習・セミナー科目まで幅広く学習することを通じ

て、この社会のさまざまな人々と共に生きていくためのコミュニケーション能力、多角的

・論理的・創造的にものごとに取り組んで問題を解決していく能力、人々や社会に積極的

にかかわろうとする興味関心と意欲からなる実践力を備えた人材の育成を教育研究上の目

的とする。 

  ロ 心理学科 

    学部の教育目的に則し、心理学の基礎的な知識と技能を身につけた上で、専門科目とし

て社会心理学と臨床心理学を中心に幅広い心理学の分野をバランスよく学び、さらに応用

・発展として両者を融合させた実践的な学びを通じて、多様な人々と共生し協働するため

のコミュニケーション能力、問題解決能力など、人間関係における実践力を身につけた人

材の育成を教育研究上の目的とする。 

  ハ 福祉学科 

    学部の教育目的に則し、社会福祉学・介護福祉学を中心に幅広い福祉の分野を学習する

ことで、福祉に関連する基礎的な知識及び技能を身につける。情報化・国際化に対応し、

多様な人々と共生・協働するためのコミュニケーション能力、主体的な課題解決能力、実

践力を備えた共生社会の実現に資する人材の育成を教育研究上の目的とする。 

  ニ 共生デザイン学科 

    学部の教育目的に則し、共生社会の実現に向けて、多様性を背景とする地域社会や職場

の課題について、社会学、心理学、福祉学を基盤に、国内外の地理的差異に関わる「グロ

ーバル・地域共生」、多様な特徴を持つ人間同士の共生である「人間共生」の二側面から

「共生」を捉えた様々な学びを通して、実践的なコミュニケーション力と共生デザイン力

（共生のあり方に関する構想、提案、実行する力）を備えた人材の育成を教育研究上の目

的とする。 

 

   第３章  授業科目 

第４条 本学における各学部の授業科目は別表（１）のとおりとする。 

２ 教職、司書、司書教諭及び学芸員に関する専門教育科目はそれぞれ別表（２）、別表（３）、 

別表（４）及び別表（５）のとおりとする。 

３ 日本語教員養成プログラムに関する専門教育科目は別表（６）のとおりとする。 

 

   第４章  履修方法、卒業の認定及び学位の授与 

第５条 修業年限は４年とし、在学年数は８年を超えることはできない。 

２ 毎学年の授業期間は、３５週にわたることを原則とする。 

３ 第１項の規定にかかわらず、３年次編入学者の修業年限は２年とし、在学年数は６年を超え

ることはできない。 

第５条の２ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用

により行うものとする。 

２ 前項の授業は、文部科学大臣が別に定めるところにより、多様なメディアを高度に利用して、当該 
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授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

３ メディアを利用して行う授業は、あらかじめ指定した日時にパソコンその他双方向の通信手段

によって行う。 

４ 前項の授業を実施する授業科目については、別に定める。 

第６条 各授業科目の単位数は、４５時間の学修を必要とする授業内容をもって１単位とすること

を原則とし、当該授業による教育効果、授業外に必要な学修等を考慮して、おおむね１５時間か

ら４５時間までの範囲で本学が定める時間の授業をもって１単位とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等については、学修の成果を評価す

るものとし、所定の単位を与える。 

第７条 本学を卒業するためには、最低次の単位を修得しなければならない。 

 

  家政学部 

学 科・専 攻 全学共通科目 専門教育科目 自由選択科目 

被 服 学 科  ３４単位   ９０単位  

食物学科 
食 物 学 専 攻 ２８単位   ９６単位  

管理栄養士専攻 ２８単位 １０８単位  

児童学科 
児 童 学 専 攻 ２８単位 １１４単位  

児童教育専攻 １１単位 １２９単位 ９単位 

ライフデザイン学科 ３４単位  ９０単位  

 

  文学部 

学  科 全学共通科目 専門教育科目 自由選択科目 

日 本 文 学 科 ３７単位 ８８単位  

英 語 英 文 学 科 ３３単位 ８４単位 ８単位 

コミュニケーション文化学科 ３７単位 ９０単位  

 

  社会情報学部 

学 科・専 攻 全学共通科目 専門教育科目 自由選択科目 

社 
会 
情 
報 
学 
科 

社会生活情報学専攻 ３０単位 ８２単位 １２単位 

環 境 情 報 学 専 攻  ２４単位 ９０単位 １０単位 

情報デザイン専攻 ３０単位 ８０単位 １４単位 

 

  比較文化学部 

学  科 全学共通科目 専門教育科目 

比 較 文 化 学 科  ３８単位 ８８単位 
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データサイエンス学部 

学  科 全学共通科目 専門教育科目 

データサイエンス学科 ３０単位 ９４単位 

 

人間共生学部 

学  科 全学共通科目 専門教育科目 

社 会 学 科  ３２単位 ９４単位 

心 理 学 科  ３６単位 ９０単位 

福 祉 学 科  ２６単位 １００単位 

共生デザイン学科 ３０単位 ９６単位 

 

２ 自由選択科目は、全学共通科目及び専門教育科目の所定の単位数を超えて習得した科目とする。 

３ 他学部の授業科目の履修及び修得単位について、次のとおり定める。 

(1) 各学部が別に指定した授業科目を他学部の学生が履修することができる。 

(2) 修得した単位は学生の所属学部、学科が定める単位数を超えない範囲で第１項に定める単位

数に含めることができる。 

４ 第１項の規定により卒業の要件として修得すべき単位のうち、第５条の２第２項の授業の方法

により修得する単位数は６０単位を超えないものとする。 

第７条の２ 教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学において履修した授業科目につい

て修得した単位を、６０単位を超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得したもの

とみなすことができる。 

２ 前項の規定は、次の各号の場合について準用する｡ 

 一 外国の大学又は短期大学に留学する場合 

 二 外国の大学又は短期大学が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する場合 

三 外国の大学又は短期大学の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位 

  置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程における授

業科目を我が国において履修する場合 

３ 前２項に定める単位認定に関する事項は、別に定める。 

第７条の３ 教育上有益と認めるときは、短期大学又は高等専門学校の専攻科における学修その他

文部科学大臣が別に定める学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることが

できる。 

２ 前項により与えることのできる単位数は、前条第１項及び第２項により本学において修得した

ものとみなした単位数と合わせ６０単位を超えないものとする。 

３ 前項に定める単位認定に関する事項は、別に定める。 

第７条の４ 教育上有益と認めるときは、学生が入学する前に大学又は短期大学において履修した

授業科目について修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を、入学後の本学

における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 教育上有益と認めるときは、学生が入学する前に行った前条第１項に規定する学修を、本学に
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おける授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。 

３ 前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、転学等の場

合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第７条の２第１項及び第２項並び

に前条第１項により本学において修得したものとみなす単位数と合わせ６０単位を超えないもの

とする。 

４ 前項に定める単位認定に関する事項は、別に定める。 

第８条 教育職員免許状を得ようとする者は、第７条に規定するもののほか、教育職員免許法及び

同法施行規則に規定する単位を含めて修得しなければならない。 

２ 司書教諭の資格を得ようとする者は、学校図書館法及び学校図書館司書教諭講習規程の定める

ところにより単位を修得しなければならない。 

３ 司書の資格を得ようとする者は、図書館法及び同法施行規則の定めるところにより単位を修得

しなければならない。 

４ 学芸員の資格を得ようとする者は、博物館法及び同法施行規則の定めるところにより単位を修

得しなければならない。 

５ 保育士の資格を得ようとする者は、児童福祉法施行令及び同法施行規則の定めるところにより

単位を修得しなければならない。 

６ 前各項に定める司書教諭、司書及び学芸員に関する専門教育科目は、第７条に定める所定の単

位のほかに修得しなければならない。 

７ 栄養士の資格を得ようとする者は、栄養士法施行規則の定めるところにより単位を修得しなけ

ればならない。 

８ 管理栄養士国家試験の受験資格を得ようとする者は、管理栄養士学校指定規則の定めるところ

により単位を修得しなければならない。 

９ 公認心理師国家試験の受験資格を得ようとする者は、公認心理師法及び同法施行規則の定める

ところにより単位を修得しなければならない。 

１０ 社会福祉士国家試験の受験資格を得ようとする者は、社会福祉士及び介護福祉士法及び同法

施行規則の定めるところにより単位を修得しなければならない。 

１１ 精神保健福祉士国家試験の受験資格を得ようとする者は、精神保健福祉士法及び同法施行規

則の定めるところにより単位を修得しなければならない。 

１２ 介護福祉士国家試験の受験資格を得ようとする者は、社会福祉士及び介護福祉士法及び同法

施行規則の定めるところにより単位を修得しなければならない。 

なお、社会福祉士介護福祉士学校養成施設指定規則に掲げる科目に相当する科目の出席時数が

同規則に定める時間数の３分の２（ただし、介護実習については５分の４）に満たない者につい

ては、当該科目の単位は与えない。 

第９条 各学部、学科及び専攻において、取得できる第８条第１項に定める教育職員免許状の種類

及び教科は次のとおりとする。 

 

学 部 学 科・専 攻 教育職員免許状の種類 教科 

家 政 学 部  被服学科 中学校教諭一種免許状 家庭 

  高等学校教諭一種免許状  
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 食物学科 食物学専攻 中学校教諭一種免許状 家庭 

  高等学校教諭一種免許状  

  栄養教諭二種免許状  

 食物学科 管理栄養士専攻 栄養教諭一種免許状  

 児童学科 児童学専攻 幼稚園教諭一種免許状  

 児童学科 児童教育専攻 小学校教諭一種免許状  

  中学校教諭一種免許状 理科 

文  学  部 日本文学科 中学校教諭一種免許状 国語 

  高等学校教諭一種免許状  

 英語英文学科 中学校教諭一種免許状 英語 

  高等学校教諭一種免許状  

社会情報学部 社会情報学科 社会生活情報学専攻 高等学校教諭一種免許状 情報 

 社会情報学科 環境情報学専攻 中学校教諭一種免許状 理科 

  高等学校教諭一種免許状  

 社会情報学科 情報デザイン専攻 高等学校教諭一種免許状 情報 

 

２ 各学部、学科及び専攻において、取得できる第８条第２項から第１２項に定める資格・受験 

資格は次のとおりとする。 

 

学 部 学 科・専 攻 資格・受験資格 

家 政 学 部  被服学科 学芸員 

 食物学科  食物学専攻 司書  

学芸員 

栄養士 

 食物学科  管理栄養士専攻 栄養士 

管理栄養士国家試験 

 児童学科  児童学専攻 司書 

学芸員 

保育士 

 児童学科  児童教育専攻 司書教諭 

司書 

学芸員 

 ライフデザイン学科 司書 

学芸員 

文  学  部 日本文学科 司書教諭 

司書 

学芸員 
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 英語英文学科 司書教諭 

司書 

学芸員 

 コミュニケーション文化学科 司書 

学芸員 

社会情報学部 社会情報学科 司書教諭 

司書 

学芸員 

比較文化学部 比較文化学科 司書 

学芸員 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学部 データサイエンス学科 司書 

学芸員 

人間共生学部 社会学科 司書 

学芸員 

 心理学科 司書 

学芸員 

公認心理師国家試験 

（大学院における科目修得又は 

実務経験を必要とする） 

 福祉学科 司書 

学芸員 

社会福祉士国家試験 

介護福祉士国家試験 

 共生デザイン学科 司書 

学芸員 

精神保健福祉士国家試験 

 

３ 前２項の取得について必要な事項は、別に定める。 

第１０条 授業科目は、原則として配当された各年次において履修するものとする。 

２ １年間に履修科目として登録することができる単位数の上限は、別に定める。 

第１１条 学生が授業科目を履修した場合は試験、その他の本学が定める適切な方法により学修の

成果を評価し、合格者に対しては単位を与える。 

２ 試験は毎年前期及び後期の二期に筆記、口述及び論文等の方法によって行う。 

３ 試験の成績はＳ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤとし、Ｄは不合格とする。 

４ 成績評価基準は別に定める。 

第１２条 本学に４年以上在学し、第４条に定める授業科目及び第７条に定める単位数を修得した

者については、教授会における審議を経て、卒業を認定する。ただし、本学に３年以上在学し、

本学が定める卒業に必要な単位数を優秀な成績で修得したと認める場合は、第５条第１項の規定

にかかわらず、早期に卒業を認めることがある。 



- 10 - 

 

２ 前項により卒業を認定した者に対して学士の学位を授与する。 

３ 前項の学位の表記は、次のとおりとする。 

    家政学部         学 士（ 家 政 学 ） 

文学部          学 士（ 文  学 ） 

社会情報学部       学 士（社会情報学） 

比較文化学部       学 士（比較文化学） 

データサイエンス学部   学 士（データサイエンス） 

人間共生学部 

社会学科        学 士（ 社 会 学 ） 

心理学科        学 士（ 心 理 学 ） 

福祉学科        学 士（ 福 祉 学 ） 

共生デザイン学科    学 士（共生デザイン） 

４ 第１項前段の規定にかかわらず、３年次編入学者の卒業に必要な在学年数は２年以上とする。 

 

   第５章  入学、退学、休学、復学、転学、留学、転部・転科・転専攻、編入学、 

再入学及び除籍 

第１３条 入学の時期は、学年の初めとする。 

２ 前項の規定にかかわらず、適当であると認めるときは、学期の初めにも入学させることができ

る。 

第１４条 本学に入学し得る者は、次の各号の一に該当する女子とする。 

一 高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者 

二 通常の課程による１２年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程によりこれに相当

する学校教育を修了した者を含む。) 

三 外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者、又はこれに準ずる者で文部科

学大臣の指定した者 

四 文部科学大臣が、高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育施設の

当該課程を修了した者 

五 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を

満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修

了した者 

六 文部科学大臣の指定した者 

七 高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者（旧規程によ

る大学入学資格検定（以下「旧検定」という。）に合格した者を含む。） 

八 本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力がある

と認めた者で、１８歳に達した者 

第１５条 入学志願者に対しては、別に定めるところにより選考を行う。 

第１６条 前条の選考の結果に基づき合格の通知を受けた者は、所定の期日までに本人の誓約書及

び連帯保証人の保証書、その他の書類を提出し、所定の納付金を納入しなければならない。 
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第１６条の２ 前条の入学手続を完了した者に入学を許可する。 

第１７条 連帯保証人は父母、近親者又は本学が定めた者とする。 

２ 連帯保証人は、その学生が本学に対して負担する債務を連帯保証する。 

３ 連帯保証人について本学で適当でないと認めたときは変更させることがある。 

４ 連帯保証人が連帯保証する、本学に対して負担する債務の範囲は、保証書に定める。 

第１８条 疾病その他止むを得ない理由により退学しようとする場合は、許可を得て退学すること

ができる。 

第１９条 疾病その他止むを得ない理由により、３か月以上欠席する場合は、許可を得て休学する

ことができる。 

２ 休学期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、１年を限度として休学期間

の延長を認めることができる。 

３ 休学期間は、通算して２年を超えることができない。 

第２０条 前条の理由が解消したときは、許可を得て復学することができる。 

第２１条 休学の期間は在学年数に算入しない。 

第２２条 本学から他の大学へ、若しくは他の大学から本学へ転学を志願する学生で、正当の理由

があると認めた場合にはこれを許可することがある。 

ただし、その場合は転学許可書と共に、在学年限及び既得単位の証明書によって、転籍事実を

明らかにしなければならない。 

第２２条の２ 教育上有益と認めるときは、学生が外国の大学における学修のため留学することを

許可することができる。 

２ 前項の規定により外国の大学において学修する期間は、１年を限度とする。 

３ 学生が留学の期間において履修した授業科目について修得した単位を、第７条の２の規定に基

づき、本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

４ 外国の高等教育研究機関のうち、大学に相当するものとして認定したものにおいて履修した学

生についても、前項の規定を準用して本学における相当する授業科目の履修とみなし、単位を修

得したものとすることができる。 

５ 第１項の許可を得て留学した期間は、第１２条に定める在学期間に含める。 

６ 前項までに定めるもののほか、学生の留学について必要な事項は、別に定める。 

第２２条の３ 休学期間中に他の大学又は短期大学等において履修した授業科目について修得した

単位を、第７条の２の規定に基づき、本学における授業科目の履修により修得したものとみなす

ことができる。 

２ 休学期間中に行う大学以外の教育施設等における学修を、第７条の３の規定に基づき、本学に

おける授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

第２２条の４ 本学３年次に編入学し得る者は、次の各号の一に該当する女子とする。 

一 大学を卒業した者又は学校教育法第１０４条第４項の規定により学士の学位を授与された者 

二 短期大学を卒業した者 

三 高等専門学校を卒業した者 

四 大学に２年以上在学し、６２単位以上を修得した者 

五 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を



- 12 - 

 

満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。） 

六 高等学校等の専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める 

基準を満たすものに限る。）を修了した者（学校教育法第９０条第１項に規定する者に限る。） 

七 外国において学校教育における１４年以上の課程（日本における通常の課程による学校教育

の期間を含む。）を修了した者（日本における外国の大学又は短期大学相当として文部科学大

臣が指定した外国の学校を含む。） 

第２２条の５ 転部、転科又は転専攻を希望する者があるときは、受け入れ学部、学科又は専攻に

欠員のある場合に限り、別に定める規程により選考の上、これを許可することがある。 

第２３条 第１８条の規定により本学を退学した者で、退学後２年以内に再入学を志願する者があ

るときは、欠員のある場合に限り選考の上再入学を許可することがある。 

第２３条の２ 次の各号の一に該当する者は、除籍することができる。 

一 第５条第１項及び第３項に定める在学年数を超えた者 

二 第１９条第３項に定める休学の期間を超えてなお修学できない者 

三 授業料及び教育充実費を滞納し、督促してもなお納入しない者 

四 長期にわたり行方不明の者 

２ 前項第３号及び第４号の理由により除籍となった者で、除籍後２年以内に再入学を志願する者

があるときは、欠員のある場合に限り選考の上再入学を許可することがある。 

第２３条の３ 第１３条及び第１５条から第１７条までの規定は、転部・転科・転専攻、編入学及

び再入学に準用する。 

 

第６章  賞  罰 

第２４条 次の各号の一に該当する者に対しては、表彰し、又は賞品を授与することがある。 

一 学力が特に優秀な者 

二 品性高潔であって全学生の模範とするにたる者 

三 課外活動等において功績の顕著な者 

第２５条 学則その他本学が定める規則を守らず本学学生としての本分に反する行為をした者は、

これを懲戒する。 

２ 懲戒は訓告、停学及び退学とする。 

３ 前項の退学は次の各号の一に該当する者に対して行う。 

一 性行不良で改善の見込みがないと認められた者 

二 学力劣等で成業の見込みがないと認められた者 

三 正当の理由がなくて出席の常でない者 

四 学校の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

４ 懲戒の処分の手続きは、別に定める。 

第２５条の２ 停学の期間は、原則として在学年数に算入しない。 

 

第７章  授業料その他の納付金 

第２６条 授業料その他の納付金の額を次のとおり定める。 

 一 入学検定料    35,000円（ただし、一般選抜Ｂ方式（大学入学共通テストを利用する選
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抜）については、15,000円） 

 二 入学金     150,000円 

 三 授業料 

家政学部  

 被服学科 775,000円（２年次 785,000円、３年次 795,000円、４年次 805,000円） 

 食物学科  

  食物学専攻 805,000円（２年次 815,000円、３年次 825,000円、４年次 835,000円） 

  管理栄養士専攻 895,000円（２年次 905,000円、３年次 915,000円、４年次 925,000円） 

 児童学科 855,000円（２年次 865,000円、３年次 875,000円、４年次 885,000円） 

 ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 765,000円（２年次 775,000円、３年次 785,000円、４年次 795,000円） 

文学部 745,000円（２年次 755,000円、３年次 765,000円、４年次 775,000円） 

社会情報学部 815,000円（２年次 825,000円、３年次 835,000円、４年次 845,000円） 

比較文化学部 775,000円（２年次 785,000円、３年次 795,000円、４年次 805,000円） 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学部 875,000円（２年次 885,000円、３年次 895,000円、４年次 905,000円） 

人間共生学部 805,000円（２年次 815,000円、３年次 825,000円、４年次 835,000円） 

 

 四 教育充実費 

家政学部  

 被服学科 480,000円（２年次 490,000円、３年次 500,000円、４年次 510,000円） 

 食物学科 480,000円（２年次 490,000円、３年次 500,000円、４年次 510,000円） 

 児童学科 470,000円（２年次 480,000円、３年次 490,000円、４年次 500,000円） 

 ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 470,000円（２年次 480,000円、３年次 490,000円、４年次 500,000円） 

文学部 470,000円（２年次 480,000円、３年次 490,000円、４年次 500,000円） 

社会情報学部 480,000円（２年次 490,000円、３年次 500,000円、４年次 510,000円） 

比較文化学部 470,000円（２年次 480,000円、３年次 490,000円、４年次 500,000円） 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学部 480,000円（２年次 490,000円、３年次 500,000円、４年次 510,000円） 

人間共生学部 470,000円（２年次 480,000円、３年次 490,000円、４年次 500,000円） 

五 実験実習費    実費 

 六 その他の納付金については、別に定める。 

 七 第１号に定める入学検定料については、一般選抜において複数の学科・専攻に同時に出願す

る場合は、次のとおり入学検定料割引を適用することができる。 

  ① Ａ方式において同時に２学科・専攻以上に出願する場合は、２学科・専攻目より１学科・

専攻につき5,000円とする。 

  ② Ｂ方式（大学入学共通テストを利用する選抜）において同時に２学科・専攻以上に出願す

る場合は、２学科・専攻目より１学科・専攻につき5,000円とする。 

２ 転学、転部・転科・転専攻、編入学及び再入学の場合の授業料その他の納付金の額については、

別に定める。 

第２７条 授業料その他の納付金は、指定された期日までに納入しなければならない。 

第２８条 休学期間中の授業料は全額免除とし、教育充実費は半額免除とする。ただし、学期の途
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中で休学又は復学する者は、その期の所定の学費を納入しなければならない。 

２ 欠席又は停学中の者の授業料及び教育充実費は減免しない。 

３ 第２２条の２の規定により留学を許可された者の留学期間中の授業料は全額免除とする。ただ

し、本学と外国の大学又は短期大学との交換留学協定（授業料等を相互に不徴収とすることを定

めているものに限る。）に基づく交換留学生として、留学を許可された者を除く。 

第２８条の２ 特に必要と認めた場合には、第２６条に定める学生納付金を減免することができる。 

２ 学生納付金の減免に関する規程は別に定める。 

第２９条 退学又は除籍された者に対しても既納の授業料及び教育充実費は返戻しない。また未納

の時は直ちに納入しなければならない（第２３条の２第３号に該当するものを除く）。 

第３０条 削除 

第３１条 学生の中で、品行方正、学力優秀であって修業中学費支弁の途を失った者に対しては、 

貸費生として別に定める額を貸与することがある。 

第３２条 貸費生で卒業した者は、卒業の翌年から毎月貸与額の４８分の１を月賦で返済すること

を要する。 

 

   第８章  教職員組織 

第３３条 本学に学長を置く。学長に事故のあるときはあらかじめ定めた者が代理する。 

２ 学長は、校務をつかさどり、所属教職員を統督する。 

第３３条の２ 本学に副学長を置くことができる。 

２ 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。 

第３３条の３ 学部に学部長を置く。 

２ 学部長は、学部に関する校務をつかさどる。 

第３４条 本学に教育及び研究のため、教授、准教授、講師、助教、助教（実習担当）及び助手を

置く。その定員は別にこれを定める。 

第３５条 本学に事務遂行のため、一定数の職員を置く。 

 

   第９章  教授会 

第３６条 学部に教授会を置く。 

２ 教授会は原則として各学部の基幹教員の教授、准教授、講師及び助教をもって組織する。 

第３７条 学部の教授会（以下「学部教授会」という。）は、次の事項を審議し、学長が決定を行

うに当たり意見を述べるものとする。 

一 学生の入学及び卒業 

二 学位の授与 

三 前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、学部教授会の意見を聴くこと

が必要なものとして学長が定めるもの 

２ 学部教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長がつかさどる教育研究に関する事

項について審議し、及び学長、学部長の求めに応じ、意見を述べることができるものとする。 

また、学科、専攻等は、学部長がつかさどる教育研究に関する事項について審議し、及び学部 

長の求めに応じ、意見を述べることができるものとする。 
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３ 学部教授会は、必要に応じて専門委員会を設け、その権限を委譲することができる。 

 

第９章の２  運営会議 

第３７条の２ 本学に運営会議を置く。 

２ 運営会議は、本学の教育研究に関する重要な事項について審議し、学長が決定を行うに当たり

意見を述べるものとする。 

３ 運営会議に関する事項は、別に定める。 

 

第１０章  学生定員及び学級数 

第３８条 学生定員は次のとおりとする。 

  入学定員 編入学定員 収容定員 

   （３年次）  

一 家政学部     

被服学科  １１０名 ７名 ４５４名 

   食物学科 食物学専攻 ８０名 － ３２０名 

 管理栄養士専攻 ５０名 － ２００名 

   児童学科 児童学専攻 ８０名 － ３２０名 

 児童教育専攻 ５０名 ５名 ２１０名 

   ライフデザイン学科 １２０名 ７名 ４９４名 

二 文学部     

   日本文学科  １２０名 ７名 ４９４名 

   英語英文学科 １２０名 ７名 ４９４名 

   コミュニケーション文化学科 １２０名 ７名 ４９４名 

三 社会情報学部     

   社会情報学科 社会生活情報学専攻 １００名 ５名 ４１０名 

 環境情報学専攻 １００名 ５名 ４１０名 

 情報デザイン専攻 １００名 ５名 ４１０名 

四 比較文化学部     

   比較文化学科  １６５名 ５名 ６７０名 

五 データサイエンス学部    

   データサイエンス学科 ９０名 － ３６０名 

六 人間共生学部     

   社会学科  ７０名 ３名 ２８６名 

   心理学科  ７０名 ３名 ２８６名 

   福祉学科  ６０名 ２名 ２４４名 

   共生デザイン学科 ６０名 ２名 ２４４名 

２ 家政学部食物学科食物学専攻及び児童学科児童学専攻の学級数は、１学年各２学級、４学年 

合計各８学級とし、家政学部食物学科管理栄養士専攻の学級数は、１学年１学級、４学年合計

４学級とする。 
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３ 人間共生学部福祉学科の介護福祉士養成課程の定員は１学年１学級３０名とし、４学年合計４学

級１２０名とする。 

 

   第１１章  附属施設 

第３９条 本学に次の附属施設を置く。 

一 図書館 

二 健康センター 

三 心理相談センター 

四 学生相談センター 

五 博物館 

六 キャリア教育センター 

七 教職総合支援センター 

八 国際センター 

九 英語教育研究所 

十 情報メディアセンター 

十一 社会連携センター 

２ 前項の附属施設のほか、本学学部に附属の教育研究施設を置くことができる。 

３ 前二項の各附属施設に関する規程は別に定める。 

 

   第１２章  科目等履修生、特別聴講学生、委託生及び外国人留学生 

第４０条 本学所定の授業科目のうち、１科目又は数科目を選んで履修を希望する者があるときは、

授業及び研究に支障のない限り選考の上、科目等履修生として履修を許可することがある。 

２ 科目等履修生には、第１１条の規定を準用して単位を与えることができる。 

３ 科目等履修生に関する規程は別に定める。 

第４０条の２ 国内外の大学、短期大学、高等学校又はそれらに準ずる教育機関との協定に基づき、 

本学の授業科目の一部の履修を希望する者があるときは、特別聴講学生として履修を許可するこ

とがある。 

２ 特別聴講学生には、第１１条の規定を準用して単位を与えることができる。 

３ 特別聴講学生に関する規程は、別に定める。 

第４１条 国内外の公共機関等から、その所属職員について研究事項を定め、研修について委託の

願い出があるときは、授業及び研究に支障のない限り選考の上、委託生として研修を許可するこ

とがある。 

２ 委託生に関する規程は別に定める。 

第４２条 科目等履修生、特別聴講学生及び委託生については、別段の定めのあるものを除くほか、

学部学生に関する規定を準用する。 

第４３条 外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入国し、本学に入学を志願する者に

ついては、外国人留学生として入学を許可することがある。 

２ 前項の規定により外国人留学生として入学を許可される者は、出入国管理及び難民認定法（昭

和２６年政令第３１９号）別表第一に定める「留学」の在留資格を有する者又は入学後に取得で
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きる者で、選考の上入学を許可された者とする。 

３ 第１項の規定により入学を志願する者に対しては、当該学部において、履歴、人物、健康等に

ついて選考するほか、修学に必要な日本語及び学力について筆記、口述その他適当な方法によっ

て選考を行う。 

４ 外国人留学生に関する規程は別に定める。 

 

   第１３章  地域貢献等 

第４４条 地域貢献等については別に定める。 

 

   第１４章  学年、学期及び休業 

第４５条 学年は４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

第４６条 学年を分けて、次の二期とする。 

前期 ４月１日から９月１４日まで 

後期 ９月１５日から翌年３月３１日まで 

２ 第１項の規定にかかわらず、必要に応じて前期終了日及び後期開始日を変更することができる。 

第４７条 学年中の定期休業日を次のとおり定める。 

一   学年末休業    ３月２１日から３月３１日まで 

二   夏季休業     ８月１日から９月１４日まで 

三   冬季休業     １２月２２日から翌年１月６日まで 

四   学校記念日    １１月２０日 

五   日曜日 

六   国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

２ 前項各号に定める定期休業日でも授業等を課し、又は特別講義を聴講させることがある。 

３ 第１項の規定にかかわらず、第１号から第３号までの休業期間を変更し、又は臨時に休業日を

定めることができる。 

 

   附 則 

 この学則は、昭和48年４月１日から施行する。 

 ただし、学則第４条別表（１）に規定する児童学科の授業科目については、昭和47年４月の入学

生から適用する。それ以前の在学生については旧規程による。 

   附 則 

この学則は、昭和48年４月１日から施行する。ただし、昭和48年度に管理栄養士専攻に入学した

学生の履修方法、単位数については、なお従前の例による。 

   附 則 

この学則は、昭和50年４月１日から施行する。ただし、第２４条については昭和50年度の入学生

から適用する。 

   附 則 

この学則は、昭和51年４月１日から施行する。ただし、第２４条については、昭和51年度の入学

生から適用する。 
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   附 則 

この学則は、昭和52年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この学則は、昭和53年４月１日から施行する。ただし、第２４条第１項第１号及び第２号は、昭和

53年度入学者から適用する。 

附 則 

この学則は、昭和54年４月１日から施行する。ただし、第２４条第１項第１号及び第３号は、昭和

54年度入学者から適用し、同条同項第４号については、昭和54年度入学志願者から適用する。 

附 則 

この学則は、昭和55年４月１日から施行する。ただし、第２５条第１項第１号及び第３号は、昭和

55年度入学者から適用する。 

   附 則 

この学則は、昭和56年４月１日から施行する。ただし、第２５条第１項第１号及び第３号は、昭和

56年度入学者から適用し、同条同項第４号については、昭和56年度入学志願者から適用する。 

附 則 

この学則は、昭和57年４月１日から施行する。ただし、第２６条第１項第１号については、昭和57

年度入学者から適用する。 

附 則 

この学則は、昭和58年４月１日から施行する。ただし、第７条第２項及び第２６条第１項第１号に

ついては、昭和58年度入学者から適用する。 

附 則 

この学則は、昭和59年４月１日から施行する。ただし、第２６条第１項第１号については、昭和59

年度入学者から適用し、同条同項第４号については、昭和59年度入学志願者から適用する。 

附 則 

この学則は、昭和60年４月１日から施行する。ただし、第２６条第１項第１号については、昭和60

年度入学者から適用する。 

附 則 

この学則は、昭和61年４月１日から施行する。ただし、第２６条第１項第４号については、昭和61

年度入学志願者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、昭和62年４月１日から施行する。ただし、この規定の施行の際昭和61年度以前に入

学し、現に在学中の者に係る第４条第１項に規定する別表（１）一般教育科目（自然分野）及び家

政学部食物学科管理栄養士専攻の授業科目に関しては、なお従前の例による。 

２ 第２６条第２号については、昭和62年度入学者から適用し、同条第５号については、昭和62年度

入学志願者から適用する。 

附 則 

この学則は、昭和63年４月１日から施行する。ただし、第２６条第２号については、昭和63年度入

学者から適用する。 

 



- 19 - 

 

附 則 

１ この学則は、平成元年４月27日から施行し４月１日から適用する。ただし、この学則の施行の

際、昭和63年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４条第１項の規定による別表（１）の授

業科目に関しては、なお、従前の例による。 

２ 第５条第１項及び第７条第１項については、平成元年度入学者から適用する。 

３ 第２６条第２号及び第４号については、平成元年度入学者から適用する。ただし、第２６条第

２号の規定にかかわらず、昭和62年度入学者については、20,600円とし、昭和63年度入学者につ

いては41,200円とする。 

４ 第２６条第３号については、平成元年３月31日までに入学を許可された者は、なお、従前の例

による。 

５ 第２６条第５号については、平成元年度入学志願者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成２年４月１日から施行する。ただし、この学則施行の際、平成元年度以前に

入学し、現に在学中の者に係る第４条第１項の規定による別表（１）、別表（２）及び別表

（５）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

２ 第２６条第３号については、平成２年度入学者から適用する。 

３ 第２６条第４号の規定にかかわらず昭和62年度入学者に係る教育充実費は20,000円、昭和63年

度入学者については40,000円、平成元年度入学者については60,000円とする。又、昭和61年度以

前の入学者については徴収しない。 

附 則 

１ この学則は、平成３年４月１日から施行する。ただし、この学則施行の際、平成２年度以前に

入学し、現に在学中の者に係る第４条第１項の規定による別表（１）の授業科目に関しては、な

お、従前の例による。 

２ 第２６条第４号については、平成３年度入学者から適用する。 

附 則 

この学則は、平成３年９月２４日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成４年４月１日から施行する。ただし、この学則施行の際、平成３年度以前に 

入学し、現に在学中の者に係る第４条第１項の規定による別表（１）の１の授業科目に関しては、

なお、従前の例による。 

２ 第２６条第２号の規定は、平成３年10月１日から適用する。  

３ 第２６条第４号の規定は、平成４年度の入学者から適用する。 

４ 第３８条に規定する収容定員は、平成１４年度までの間は、次のとおりとする。 

 

社会情報学部 

年 度 

専 攻 

平成４年度 平成５年度 平成６年度  

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員  

社会生活情報学専攻 １００ １００ １００ ２００ １００ ３００  
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社会環境情報学専攻 １００ １００ １００ ２００ １００ ３００  

社会情報処理学専攻 １００ １００ １００ ２００ １００ ３００  

計 ３００ ３００ ３００ ６００ ３００ ９００  

 

 

 

 

 

 

 

 

附 則（平成４年12月18日、大妻女子大学学則等の一部を改正する規則） 

１ この規則は、平成５年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の短期大学部学則施行の際、平成４年度以前に入学し、現に在学中の者

に係る第４条第１項の規定による別表（１）の１、（１）の２の授業科目及び第７条第１項の表

の一般教育科目の履修に関しては、なお、従前の例による。 

３ この規則による改正後の大妻女子大学学則第２６条第４号、大妻女子大学大学院学則第４７条

第４号及び大妻女子大学短期大学部学則第２６条第４号に定める教育充実費は、平成５年度の入

学者から適用する。 

附 則（平成６年１月27日、大妻女子大学学則等の一部を改正する規則） 

１ この規則は、平成６年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成５年度以前に入学し、現に在学中の

者に係る第４条第１項の別表（１）の１の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

４ この規則による改正後の大妻女子大学学則第２６条第１号に定める入学検定料は、平成６年度

志願者から適用する。 

５ この規則による改正後の大妻女子大学学則第２６条第４号に定める教育充実費は、平成６年度

の入学者から適用する。 

附 則（平成７年２月１日、大妻女子大学学則等の一部を改正する規則） 

１ この規則は、平成７年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成６年度以前に入学し、現に在学中の

者に係る第４条第１項の別表（１）の１の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

３ この規則による改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成６年度以前に入学し、現に在学中の

者に係る第７条の履修方法及び卒業必要単位数に関しては、なお、従前の例による。 

４ この規則による改正後の大妻女子大学学則第２６条第３号及び第４号に定める授業料、教育充

実費は、平成７年度の入学者から適用する。 

附 則（平成８年２月１日、大妻女子大学学則等の一部を改正する規則） 

１ この規則は、平成８年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の大妻女子大学学則第２６条第１号に定める入学検定料は、平成８年度

志願者から適用する。 

 平成７年度から

平成11年度まで 
平成１２年度 平成１３年度 平成１４年度 

 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

 １００ ４００ ６０ ３６０ ６０ ３２０ ６０ ２８０ 

 １００ ４００ ６０ ３６０ ６０ ３２０ ６０ ２８０ 

 １００ ４００ ８０ ３８０ ８０ ３６０ ８０ ３４０ 

 ３００ １２００ ２００ １１００ ２００ １０００ ２００ ９００ 
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３ この規則による改正後の大妻女子大学学則第２６条第２号から第４号に定める入学金、授業料

及び教育充実費は、平成８年度の入学者から適用する。 

附 則（平成８年10月28日、大妻女子大学学則等の一部を改正する規則） 

１ この規則による改正後の学則は、平成９年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成８年度以前に入学し、現に在学する

学生に係る第４条第１項の別表（１）の１の授業科目に関しては、なお、従前の例による。  

３ この規則による改正後の大妻女子大学学則第２６条第３号及び第４号に定める授業料及び教育

充実費は、平成９年度の入学者から適用する。 

附 則（平成９年１月30日、大妻女子大学学則等の一部を改正する規則） 

この規則による改正後の学則は、平成９年４月１日から施行する。 

附 則（平成９年11月４日、大妻女子大学学則等の一部を改正する規則） 

１ この規則による改正後の学則は、平成10年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の大妻女子大学学則第３条第１項に定める「文学部日本文学科」の名称

については、平成１０年度の１年次から適用する。 

３ この規則による改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成９年度以前に入学し、現に在学中の

者に係る第４条第１項の規定による別表（１）の１、別表（１）の２の授業科目については、な

お、従前の例による。 

４ この規則による改正後の大妻女子大学学則第２６条第３号及び第４号に定める授業料及び教育

充実費は、平成１０年度の入学者から適用する。 

附 則（平成11年１月２９日、大妻女子大学学則等の一部を改正する規則） 

１ この規則による改正後の学則は、平成11年４月１日から施行する。 

２ この規則による改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成１０年度以前に入学し、現に在学中 

の者に係る第４条第１項の規定による別表（１）の１及び別表（１）の２の授業科目に関しては、

なお、従前の例による。 

３ この規則による改正後の大妻女子大学学則第２６条第３号及び第４号に定める授業料及び教育

充実費は、平成１１年度の入学者から適用する。 

４ 第３８条に規定する人間関係学部及び比較文化学部の収容定員は、平成１３年度までの間は、

次のとおりとする。 

 

  人間関係学部 

年 度 

学科等 

平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

人間関係学科       

社会学専攻 ７５ ７５ ７５ １５０ ７５ ２２５ 

社会心理学専攻 ７５ ７５ ７５ １５０ ７５ ２２５ 

人間福祉学科       

 人間福祉学専攻 ７０ ７０ ７０ １４０ ７０ ２１０ 

介護福祉学専攻 ３０ ３０ ３０ ６０ ３０ ９０ 

計 ２５０ ２５０ ２５０ ５００ ２５０ ７５０ 
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比較文化学部 

年 度 

学科等 

平成１１年度 平成１２年度 平成１３年度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

比較文化学科 １５０ １５０ １５０ ３００ １５０ ４５０ 

計 １５０ １５０ １５０ ３００ １５０ ４５０ 

 

５ 平成４年４月１日施行の学則附則第４項に規定された社会情報学部の期間を付した入学定員に

ついては平成１０年度末をもって廃止とする。 

附 則 

１ 改正後の学則は、平成12年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成１１年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４

条の規定による別表（１）の１、別表（１）の２、別表（２）の授業科目及び第７条に規定する

卒業のための最低履修単位数に関しては、なお、従前の例による。 

３ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成１１年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第９

条に定める教員免許状の教科については、なお、従前の例による。 

４ 改正後の大妻女子大学学則第２６条第３号及び第４号に定める授業料及び教育充実費は、平成

１２年度の入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成13年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成１２年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４

条の規定による別表（１）の１、別表（１）の２及び別表（２）の授業科目に関しては、なお、

従前の例による。 

３ 改正後の大妻女子大学学則第９条に定める教科のうち情報及び福祉については、平成１２年度

に入学した者が、この学則の施行日以後に当該教科及び教職に係る改正後の別表（１）の２及び

別表（２）の授業科目を履修し、当該教員免許状取得に係る所用資格を得ることができる。 

４ 改正後の大妻女子大学学則第２６条第４号に定める教育充実費は、平成１３年度の入学者から

適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成14年４月１日から施行する。 

２ 第３８条に規定する家政学部児童学科児童学専攻及び児童教育専攻の収容定員は、平成１４年

度から平成１６年度までの間は、次のとおりとする。 

 

年 度 

学科等 

平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家政学部児童学科       

 児童学専攻 ５０ １７０ ５０ １８０ ５０ １９０ 

児童教育専攻 ５０ ２３０ ５０ ２２０ ５０ ２１０ 

児童学科 計 １００ ４００ １００ ４００ １００ ４００ 
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   附 則 

１ この学則は、平成14年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成１３年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４

条第１項の規定による別表(１)の１の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

３ 改正後の大妻女子大学学則第２６条第３項に定める授業料は、平成１４年度の入学者から適用

する。 

４ 改正後の大妻女子大学学則第３８条に規定する家政学部ライフデザイン学科及び文学部コミュ

ニケーション文化学科の収容定員は、平成１４年度から平成１６年度までの間は、次のとおりと

する。 

 

年 度  

学科等 

平成１４年度 平成１５年度 平成１６年度 

入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 入学定員 収容定員 

家政学部 

ライフデザイン学科 １００ １００ １００ ２００ １００ ３００ 

文学部 

コミュニケーション文化学科 １００ １００ １００ ２００ １００ ３００ 

 

 附 則 

１ この学則は、平成15年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成１４年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４ 

条の規定による別表（１）の２の授業科目及び第７条第２項に関しては、なお、従前の例による。 

３ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成１３年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４

条の規定による別表（５）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

４ 改正後の大妻女子大学学則第２６条第３号に定める授業料は、平成１５年度の入学者から適用

する。 

附 則 

１ この学則は、平成16年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成１５年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４

条第１項の規定による別表（１）の１及び（１）の２の授業科目に関しては、なお、従前の例に

よる。 

附 則 

１ この学則は、平成17年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成１６年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４

条の規定による別表（１）の２の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成18年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成１７年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４

条の規定による別表（１）の１、別表（１）の２及び別表（２）の授業科目に関しては、なお、

従前の例による。 
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附 則 

１ この学則は、平成18年10月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則第７条第１項に定める卒業のための最低履修単位数は平成１８年度

入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成19年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成１８年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４

条の規定による別表（１）の１及び別表（１）の２の授業科目、第６条、第７条第２項、第１０

条第２項、第１１条第３項及び第１２条ただし書きに関しては、なお、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成20年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成１９年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４

条の規定による別表（１）の１、別表（１）の２及び別表（２）の授業科目に関しては、なお、

従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成21年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則第３条第１項に定める「社会情報学部社会情報学科環境情報学専

攻」、｢社会情報学部社会情報学科情報デザイン専攻｣、「人間関係学部人間関係学科社会・臨床

心理学専攻」の名称については、平成２１年度の１年次から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成21年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成２０年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４

条の規定による別表（１）の１、別表（１）の２、別表（２）及び別表（５）の授業科目、第７

条第１項並びに第９条に関しては、なお、従前の例による。 

３ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、現に在学中であり、平成２３年度以前に卒業する者に係

る第８条第１０項に関しては、なお、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成22年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成２１年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４

条の規定による別表（１）（但し、「小学校外国語活動の研究」を除く）、別表（２）及び別表

（５）の授業科目並びに第７条に関しては、なお、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成23年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成２２年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４

条の規定による別表（１）及び別表（２）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成24年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成２３年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４

条の規定による別表（１）、別表（３）、別表（４）及び別表（５）の授業科目に関しては、な
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お、従前の例による。 

附 則 

この学則は、平成24年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成25年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則第３８条第１項に規定する家政学部（食物学科及び児童学科児童学 

専攻を除く。）、文学部、社会情報学部、人間関係学部（人間福祉学科介護福祉学専攻を除く。）

及び比較文化学部の学生定員は、平成２５年度に限り次のとおりとする。 

 

学 科 等 入学定員 編入学定員 

（３年次） 
収容定員 

家政学部 

 被服学科 

児童学科   児童教育専攻 

 ライフデザイン学科 

 

１００名 

 ５０名 

１００名 

 

１０名 

 ５名 

１０名 

 

４１０名 

２０５名 

４１０名 

文学部 

 日本文学科 

 英文学科 

 コミュニケーション文化学科 

 

１００名 

１００名 

１００名 

 

１０名 

１０名 

１０名 

 

４１０名 

４１０名 

４１０名 

社会情報学部 

 社会情報学科 社会生活情報学専攻 

        環境情報学専攻 

        情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻 

 

１００名 

１００名 

１００名 

 

１０名 

１０名 

１０名 

 

４１０名 

４１０名 

４１０名 

人間関係学部 

 人間関係学科 社会学専攻 

        社会・臨床心理学専攻 

 人間福祉学科 人間福祉学専攻 

 

７５名 

７５名 

７０名 

 

１０名 

１０名 

１０名 

 

３１０名 

３１０名 

２９０名 

比較文化学部 

 比較文化学科 

 

１５０名 

 

１５名 

 

６１５名 

 

附 則 

１ この学則は、平成25年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成２４年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第 

４条の規定による別表（１）の授業科目及び第７条第１項に関しては、なお、従前の例による。 

附 則 

この学則は、平成25年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、平成26年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成２５年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第
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４条の規定による別表（１）（但し、全学共通科目の「国際理解科目」を除く）の授業科目及

び第７条第１項に関しては、なお、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成２６年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第

４条の規定による別表（１）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

３ 改正後の大妻女子大学学則第３８条第１項に規定する家政学部食物学科食物学専攻の学生定

員は、平成２７年度から平成２９年度までの間は、次のとおりとする。 

 

年 度 

 

学科等 

平成２７年度 平成２８年度  

入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員  

家政学部食物学科 

食物学専攻 

 

８０名 

 

－ 

 

２３０名 

 

８０名 

 

－ 

 

２６０名 

 

 

 平成２９年度 

 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 

 
 

８０名 

 

－ 

 

２９０名 

 

４ 改正後の大妻女子大学学則第３８条第２項に規定する家政学部食物学科食物学専攻の学級数

の合計は、平成２７年度に限り５学級、平成２８年度に限り６学級、平成２９年度に限り７学

級とする。 

附 則 

１ この学則は、平成27年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成２６年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第 

４条の規定による別表（１）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成28年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成２７年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第

４条の規定による別表（１）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

３ 改正後の大妻女子大学学則第２６条第１項第３号に定める授業料及び第４号に定める教育充

実費は、平成２８年度の入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成28年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成２７年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第

４条の規定による別表（１）及び別表（２）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。
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但し、改正後の大妻女子大学学則第４条の規定による別表（１）の授業科目のうち、「スポー

ツパフォーマンス論」、「健康スポーツ実技」については、平成２７年度の入学者から適用す

る。 

附 則 

１ この学則は、平成29年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則第３８条第１項に規定する家政学部（食物学科及び児童学科児童

学専攻を除く。）、文学部及び比較文化学部の学生定員は、平成２９年度から平成３１年度ま

での間は、次のとおりとする。 

 

年 度 

 

学科等 

平成２９年度 平成３０年度  

入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員  

家政学部 

被服学科 

児童学科 

児童教育専攻 

ライフデザイン学科 

文学部 

日本文学科

英文学科 

コミュニケーション文化学科   

比較文化学部 

比較文化学科 

 

１１０名 

 

１０名 

 

４３０名 

 

１１０名 

 

１０名 

 

４４０名 
 

 

６０名 

１２０名 

 

５名 

１０名 

 

２２０名 

４４０名 

 

６０名 

１２０名 

 

５名 

１０名 

 

２３０名 

４６０名 

 

 

１２０名 

１２０名 

１２０名 

 

１０名 

１０名 

１０名 

 

４４０名 

４４０名 

４４０名 

 

１２０名 

１２０名 

１２０名 

 

１０名 

１０名 

１０名 

 

４６０名 

４６０名 

４６０名 

 

 

１６５名 

 

１５名 

 

６４５名 

 

１６５名 

 

１５名 

 

６６０名 

 

 

 平成３１年度 

 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 

 
 

１１０名 

 

１０名 

 

４５０名 

  

６０名 

１２０名 

 

５名 

１０名 

 

２４０名 

４８０名 

  

１２０名 

１２０名 

１２０名 

 

１０名 

１０名 

１０名 

 

４８０名 

４８０名 

４８０名 
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１６５名 １５名 ６７５名 

附 則 

１ この学則は、平成29年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則第２６条第１項第２号に定める入学金、第３号に定める授業料及

び第４号に定める教育充実費は、平成２９年度の入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成29年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成２８年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第

４条の規定による別表（１）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。但し、改正後の

大妻女子大学学則第４条の規定による別表（１）の授業科目のうち、「運動障害と予防・救急

処置（含実習）」、「健康運動実践指導論」、「体力測定と評価」については、平成２７年度

の入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成30年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則第３８条第１項に規定する人間関係学部人間福祉学科の学生定員

は、平成３０年度から平成３２年度までの間は、次のとおりとする。 

 

年 度 

 

 

学科等 

平成３０年度 平成３１年度  

入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員  

人間関係学部 

人間福祉学科 

 

１００名 

 

－ 

 

１００名 

 

１００名 

 

－ 

 

２００名 
 

 

 

 

 

 

 

 

３ 人間関係学部人間福祉学科人間福祉学専攻及び介護福祉学専攻は、改正後の大妻女子大学学

則第３条第１項及び第３８条第１項の規定にかかわらず、平成３０年３月３１日に当該専攻に

在学する者が、当該専攻に在学しなくなる日までの間存続するものとし、その者に係る授業科

目、卒業のための最低修得単位数、他学部履修、教員免許状、学級数に関しては、なお、従前

の例によるものとする。 

附 則 

１ この学則は、平成３０年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成２９年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第 

４条の規定による別表（１）の授業科目及び第８条に関しては、なお、従前の例による。但し、

 平成３２年度 

 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 

 
 

１００名 

 

１０名 

 

３１０名 
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改正後の大妻女子大学学則第４条の規定による別表（１）の授業科目のうち、「建築法規と都 

市デザイン」については、平成２９年度の入学者から適用する。 

附 則 

１ この学則は、平成３０年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成２９年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第

４条の規定による別表（１）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則第３条第１項に定める「文学部英語英文学科」の名称については、

平成３１年度の１年次から適用する。 

３ 改正後の大妻女子大学学則第３８条第１項に定める家政学部児童学科の学生定員は、平成３

１年度から平成３３年度までの間は、次のとおりとする。 

 

年 度 

 

 

学科等 

平成３１年度 平成３２年度  

入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員  

家政学部児童学科 

 児童学専攻 

 児童教育専攻 

 

８０名 

５０名 

 

－ 

 ５名 

 

２３０名 

２３０名 

 

８０名 

５０名 

 

 － 

５名 

 

２６０名 

２３０名 

 

 

 平成３３年度 

 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 

 
 

８０名 

５０名 

 

－ 

５名 

 

２９０名 

２２０名 

 

４ 改正後の大妻女子大学学則第３８条第１項に定める家政学部（食物学科及び児童学科を除

く。）、文学部、社会情報学部及び比較文化学部の学生定員は、平成３１年度に限り、次のと

おりとする。 

 

学科等 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 

家政学部    

 被服学科 １１０名 ７名 ４４７名 

 ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ学科 １２０名 ７名 ４７７名 

文学部    

日本文学科 １２０名 ７名 ４７７名 
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 英語英文学科 １２０名 ７名 ４７７名 

 ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ文化学科 １２０名 ７名 ４７７名 

社会情報学部    

社会情報学科 社会生活情報学専攻 １００名 ５名 ４１５名 

環境情報学専攻 １００名 ５名 ４１５名 

情報ﾃﾞｻﾞｲﾝ専攻 １００名 ５名 ４１５名 

比較文化学部    

 比較文化学科 １６５名 ５名 ６６５名 

 

５ 改正後の大妻女子大学学則第３８条第２項に定める家政学部児童学科児童学専攻の学級数の

合計は、平成３１年度に限り５学級、平成３２年度に限り６学級、平成３３年度に限り７学級

とする。 

附 則 

１ この学則は、平成３１年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成３０年度に入学し、現に在学中の者に係る第４条

の規定による別表（１）（但し、全学共通科目の「地域文化理解Ⅰ」、「地域文化理解Ⅱ」及

び「地域文化理解Ⅲ」並びに社会情報学部社会情報学科社会生活情報学専攻専門教育科目の

「アルゴリズム論及び演習Ⅰ」、「アルゴリズム論及び演習Ⅱ」、「情報システム論及び実習

Ⅰ」、「情報システム論及び実習Ⅱ」、「情報ネットワーク論及び実習Ⅰ」及び「情報ネット

ワーク論及び実習Ⅱ」を除く）及び別表（２）の授業科目、第７条第１項並びに第９条第１項

に関しては、なお、従前の例による。 

３ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、平成２９年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第 

４条の規定による別表（１）（但し、全学共通科目の「地域文化理解Ⅰ」、「地域文化理解Ⅱ」 

及び「地域文化理解Ⅲ」を除く）及び別表（２）の授業科目、第７条第１項並びに第９条第１

項に関しては、なお、従前の例による。 

附 則 

この学則は、平成３１年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則第３８条第１項に定める人間関係学部人間関係学科の学生定員は、

令和２年度から令和４年度までの間は、次のとおりとする。 

 

年 度 

 

学科等 

令和２年度 令和３年度  

入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員  

 

人間関係学部        

人間関係学科        

社会学専攻 ８０名 ４名 ３１９名 ８０名 ４名 ３１８名  
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社会・臨床心理学専攻 ８０名 ４名 ３１９名 ８０名 ４名 ３１８名  

 

 令和４年度 

 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 

 
 

 
８０名 

８０名 

 

 
４名 

４名 

 

 
３２３名 

３２３名 

 

３ 改正後の大妻女子大学学則第３８条第１項に定める人間関係学部人間福祉学科の学生定員は、

令和２年度に限り、次のとおりとする。 

 

学科等 入学定員 編入学定員 

（３年次） 
収容定員 

人間関係学部 

 人間福祉学科 １００名 ２名 ４１２名 

 

附 則 

この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、令和元年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４条

の規定による別表（１）（但し、人間関係学部人間関係学科社会学専攻専門教育科目の「ビジネ

ス英語」、「英語コミュニケーション」、「専門特殊講義」、社会・臨床心理学専攻専門教育科

目の「Business English」、「English Communication」及び人間福祉学科専門教育科目の「ビ

ジネス英語」、「英語コミュニケーション」を除く）の授業科目及び第９条第１項に関しては、

なお、従前の例による。但し、全学共通科目外国語科目の人間関係学部に係る「備考」欄に関し

ては、平成３０年度入学者から適用する。 

３ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、令和元年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第７条

第１項に関しては、なお、従前の例による。但し、第７条第１項の規定による卒業のための最低

修得単位数のうち、平成３１年度及び令和元年度に家政学部児童学科児童教育専攻に入学した者

に係る専門教育科目については、１２６単位とする。 

附 則 

１ この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、令和元年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４条

の規定による別表（１）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 
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２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、令和２年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第１６

条及び第１７条に関しては、なお、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、令和２年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４条

の規定による別表（１）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

附 則 

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則第２６条第１項第１号及び第７号に関しては、令和２年４月１日か

ら適用する。 

附 則 

この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、令和３年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４条

の規定による別表（１）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

３ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、令和元年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４条

の規定による別表（２）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

附 則（令和５年１月２７日理事会） 

１ この学則は、令和５年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、令和４年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４条

第２項、第４条の規定による別表（１）（但し、全学共通科目の「外国語特殊演習」、人間関係

学部専門教育科目の｢Malaysian Cultural CampⅠ｣及び｢Malaysian Cultural CampⅡ｣を除く）、

（３）、（４）及び（５）並びに第８条第６項に関しては、なお、従前の例による。 

附 則（令和５年３月２７日 理事会） 

この学則は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年５月２９日 理事会） 

１ この学則は、令和５年５月２９日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則第２６条第１項第７号に関しては、令和５年４月１日から適用する。 

附 則（令和６年１月２６日 理事会） 

１ この学則は、令和６年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、令和５年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４条

の規定による別表（１）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。但し、改正後の大妻女 

子大学学則第４条の規定による別表（１）の授業科目のうち、「ライフデザインの思想と実践」、 

「家庭機械及び家庭電気」、「生活情報処理」については、令和５年度の入学者から適用する。 

３ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、令和５年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第７条

第１項に関しては、なお、従前の例による。 

４ 改正後の大妻女子大学学則第２６条第１項第４号に定める教育充実費は、令和６年度の入学者

から適用する。但し、第２６条第１項第４号の規定にかかわらず、令和６年度の編入学者につい
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ては、なお、従前の例による。 

附 則（令和６年２月１９日 理事会） 

１ この学則は、令和７年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則第３８条第１項に規定するデータサイエンス学部の学生定員は、令

和７年度から令和９年度までの間は、次のとおりとする。 

 

年 度 

 

学科等 

令和７年度 令和８年度  

入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員  

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学部 

ﾃﾞｰﾀｻｲｴﾝｽ学科 

 

９０名 

 

－ 

 

９０名 

 

９０名 

 

－ 

 

１８０名 
 

 

 

 

 

 

 

 

   附 則（令和６年１０月２５日 理事会） 

１ この学則は、令和７年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、第４条の規定による別表（６）の授業科目に関しては、

令和６年度の入学者から適用する。 

３ 改正後の大妻女子大学学則第２６条第１項第２号に定める入学金、第３号に定める授業料及び

第４号に定める教育充実費は、令和７年度の入学者から適用する。但し、第２６条第１項第３号

及び第４号の規定にかかわらず、令和７年度の編入学者については、なお、従前の例による。 

   附 則（令和６年１２月２０日 理事会） 

１ この学則は、令和７年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、令和６年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４条

の規定による別表（１）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

   附 則（令和７年１月２９日 理事会） 

１ この学則は、令和７年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、令和６年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４条

の規定による別表（１）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

   附 則（令和７年１月２９日 理事会） 

１ この学則は、令和８年４月１日から施行する。 

２ 人間関係学部人間関係学科社会学専攻、社会・臨床心理学専攻及び人間福祉学科は、令和８年

４月１日から学生募集を停止する。 

３ 人間関係学部人間関係学科社会学専攻、社会・臨床心理学専攻及び人間福祉学科は、改正後の

大妻女子大学学則第３条第１項及び第３８条第１項の規定にかかわらず、令和８年３月３１日に

 令和９年度 

 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 

 
 

９０名 

 

－ 

 

２７０名 
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当該学科・専攻に在学する者が、当該学科・専攻に在学しなくなる日までの間存続し、その者に

係る第３条の２、第４条の規定による別表（１）、第７条第１項、第９条第２項、第１２条第３

項及び第２６条第１項第３号から第４号に関しては、なお、従前の例による。 

４ 附則２にかかわらず、人間関係学部人間関係学科社会学専攻、社会・臨床心理学専攻及び人間

福祉学科は、令和８年度に限り転部、転科、転専攻を受け入れることができる。 

５ 附則２にかかわらず、人間関係学部人間関係学科社会学専攻、社会・臨床心理学専攻及び人間

福祉学科は、令和８年度及び令和９年度に限り、編入学を受け入れることができる。 

６ 附則２にかかわらず、人間関係学部人間関係学科社会学専攻、社会・臨床心理学専攻及び人間

福祉学科は、令和８年度から令和１０年度の間に限り、再入学を受け入れることができる。ただ

し、受け入れる学年は、令和８年度は２から４年次、令和９年度は３から４年次、令和１０年度

は、４年次のみとする。 

７ 人間関係学部人間関係学科社会学専攻、社会・臨床心理学専攻及び人間福祉学科の学生定員は、

令和８年度から令和１０年度までの間は、次のとおりとする。 

 

年 度 

 

学科等 

令和８年度 令和９年度  

入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員  

人間関係学部 

人間関係学科 

社会学専攻 

社会･臨床心理学専攻 

 人間福祉学科 

 

 

 － 

 － 

 － 

 

 

４名 

４名 

２名 

 

 

２４８名 

２４８名 

３０４名 

 

 

 － 

 － 

 － 

 

 

４名 

４名 

２名 

 

 

１６８名 

１６８名 

２０４名 

 

 

 令和１０年度 

 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 

  

 

 － 

 － 

 － 

 

 

 － 

 － 

 － 

 

 

 ８４名 

 ８４名 

１０２名 

 

８ 人間関係学部人間福祉学科の介護福祉士養成課程の定員は、令和８年度に限り３学年合計３学

級９０名、令和９年度に限り２学年合計２学級６０名、令和１０年度に限り１学年合計１学級３

０名とする。 

９ 改正後の大妻女子大学学則第３８条第１項に規定する人間共生学部社会学科、心理学科、福祉

学科及び共生デザイン学科の学生定員は、令和８年度から令和１０年度までの間は、次のとおり

とする。 
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年 度 

 

学科等 

令和８年度 令和９年度  

入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員  

人間共生学部 

 社会学科 

 心理学科 

 福祉学科 

 共生デザイン学科 

 

７０名 

７０名 

６０名 

６０名 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

７０名 

７０名 

６０名 

 ６０名 

 

７０名 

７０名 

６０名 

 ６０名 

 

－ 

－ 

－ 

－ 

 

１４０名 

１４０名 

１２０名 

１２０名 

 

 

 令和１０年度 

 入学定員 編入学定員 

（３年次） 

収容定員 

 
 

７０名 

７０名 

６０名 

６０名 

 

３名 

３名 

２名 

２名 

 

２１３名 

２１３名 

１８２名 

１８２名 

 

１０ 人間共生学部福祉学科の介護福祉士養成課程の定員は、令和８年度に限り１学年合計１学

級３０名、令和９年度に限り２学年合計２学級６０名、令和１０年度に限り３学年合計３学級

９０名とする。 

   附 則（令和８年１月３０日 理事会） 

１ この学則は、令和８年４月１日から施行する。 

２ 改正後の大妻女子大学学則施行の際、令和７年度以前に入学し、現に在学中の者に係る第４

条の規定による別表（１）の授業科目に関しては、なお、従前の例による。 

   附 則（令和８年３月２７日 理事会） 

１ この学則は、令和８年４月１日から施行する。 

 



別表（１） 

（女性とキャンパスライフ） 

比較文化学部のみ必修

教養科目 

外国人留学生優先 

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

生活の物理

備　考

基礎科目

〔全学共通科目〕 

大妻教養講座 

リーダーシップ開発

大妻教養講座Ⅱ　卒業生から学ぶ

キャンパスライフとメンタルヘルス 

女性と健康

ジェンダーと社会生活

女性史

講義

講義

授 業 科 目

政治と現代社会

経済と現代社会

講義

日本語Ｃ（読解） 

情報基礎ＰＣ（情報活用・ＰＣ操作）

講義

講義

演習

講義

講義

講義

キャリアデザインⅠ

キャリアデザインⅡ

2

2

2

2

英語英文学科 、コミュニ
ケーション文化学科のみ必修

演習

2

2

講義

哲学と思想

授業形態
単位数

必修 選択

演習

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

演習

演習

講義

講義

講義

演習

文学の世界

音楽の世界

美術の世界

映像・演劇の世界 

日本の歴史と文化

1

ＡＩ活用

（リテラシー） 

（人間と文化）

(社会と生活) 

（キャリア）

ポピュラー・カルチャーの世界

地域と文化

言語と文化

キャリアデザインⅢ 

人間の成長と心理 

法律と現代社会

日本国憲法

(自然と科学) 

数学の世界

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

世界の歴史と文化

キャリア・ディベロップメント・プログラムⅠ

キャリア・ディベロップメント・プログラムⅡ

考古学の世界

日本文化・事情

子どもの世界

情報基礎ＤＳ（表計算活用・データリテラシー）

データサイエンス・ＡＩ概論

日本語Ａ（文章表現）

日本語Ｂ（口頭表現）

福祉と現代社会 ( ボランティアを含む )

ＳＤＧｓと現代社会

メディアと現代社会 

家族と現代社会

講義

講義

講義

講義

－36－



外国語科目 

外国人留学生対象

外国人留学生対象

外国人留学生対象

外国人留学生対象

内容が異なる場合は複数回の
履修を認める。

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

ドイツ語Ⅲ

英語ⅢＡ 

英語ⅢＢ 

フランス語Ⅰ 

フランス語Ⅱ 

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅳ 

ドイツ語Ⅳ

スペイン語Ⅰ 

スペイン語Ⅳ

ロシア語Ⅰ

スペイン語Ⅱ

スペイン語Ⅲ

ロシア語Ⅳ

中国語Ⅰ 

ロシア語Ⅱ

ロシア語Ⅲ

1

1

2

2

2

2

2

2

日本語Ⅲ  

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

英語ⅡＣ 

英語ⅡＤ 

フランス語Ⅲ 

ドイツ語Ⅰ

演習

演習

韓国語Ⅰ 

韓国語Ⅱ 

中国語Ⅱ

中国語Ⅲ

中国語Ⅳ 

日本語Ⅰ  

日本語Ⅱ  

韓国語Ⅲ

スポーツＣ

スポーツＤ

実技

実技

実技

実技

1

1

英語ⅠＢ 

英語ⅠＣ 

英語ⅠＤ 

英語ⅡＡ 

英語ⅡＢ 

演習

演習

演習

演習

演習

1

1

1

1

レクリエーション実技

(教養特殊講義)

教養特殊講義

英語ⅠＡ 

実技

講義

演習

1

2

生命の科学

1

科学と環境

生活の化学

シーズン・スポーツ 

スポーツと健康

レクリエーション論 

実技

講義

講義

1

2

2

スポーツＡ

(スポーツ)

スポーツＢ

人類の進化

自然科学の歴史

講義

講義

講義

講義

講義

講義

宇宙の科学

演習

演習

演習

演習

日本語Ⅳ  

演習

演習

韓国語Ⅳ

演習

演習

英語英文学科・コミュニケーショ

ン文化学科・社会情報学部・比較

文化学部のみ必修

比較文化学部のみ必修

英語英文学科・コミュニケーショ

ン文化学科・社会情報学部・人間

共生学部・比較文化学部・データ

サイエンス学部のみ必修

英語英文学科・コミュニケーショ

ン文化学科・社会情報学部・人間

共生学部・比較文化学部のみ必修
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内容が異なる場合は複数回の
履修を認める。

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1又は2

2

2

2

2

講義

実習

実習

講義

講義

講義

実験

講義

講義

講義

講義

実習

実験

講義

実験

実験

演習

演習

演習

外国語特殊演習

地域文化・国際理解科目

1

住居学概論

食物学概論

家庭経営学概論（含家庭経済学）

家族関係論

共通専門科目 

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

演習

被服学科

〔専門教育科目〕 

国際理解（海外研修）Ⅰ

地域文化理解Ⅰ

2

2

2

2

機能性被服材料

地域文化理解Ⅱ

演習

国際理解（海外研修）Ⅳ

国際理解（海外研修）Ⅲ

国際理解（海外研修）Ⅱ

地域文化理解Ⅲ

演習

演習

演習

演習

2

2

1

国際理解（海外研修）Ⅴ

2

2

2

家政学部

被服材料学実験

衣生活と化学

被服材料学

児童学概論

環境科学概論 

講義

講義

講義

講義

被服管理学

界面科学

演習

ライフデザイン学概論

パターン設計 

実習

演習

素材・材料領域

衣環境学 

被服体型学

服飾工芸 

和服製作Ⅰ

アパレル製作Ⅰ

講義

実習

和服製作Ⅱ

パターンとデザイン

アパレルＣＡＤ

立体裁断 

実習

実習

実習

演習

アパレル企画論

ファッションプランニング演習

ファッション統計学 

繊維科学

染色加工学

繊維科学実験 

工芸染色

インテリア材料学

テキスタイル分析

企画・情報領域

服飾造形・生産領域

アパレル製作Ⅱ

アパレル生産論

デジタルファッション

講義 2

演習 2
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デザイン領域

カルチャー領域

教職課程科目（家庭）

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

講義

講義

講義

講義

実習

講義

講義

講義

実習

講義

講義

講義

講義

講義

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

演習

講義

講義

繊維製品消費科学

品質管理 

ケーススタディ

ビジネス領域

ブランドマネジメント

消費生活論 講義

講義

色彩学

基礎デザイン

ファッションデザイン

ＣＧⅠ

ＷＥＢマーケティング

インターンシップ実習

ＣＧⅡ

ファッション起業論

ファッションマーケティングⅡ

ファッション販売論 

グローバルコミュニケーション 

ファッションリテイリング 

コンプライアンス論

流通マネジメント論

消費者調査法 

テキスタイルアドバイザー実習 

プロダクトデザイン

グローバルマネジメント 

マーケティングコミュニケーション 

ビジュアル・マーチャンダイジング 

Ｅコマース論

ファッションビジネス

ファッションマーケティングⅠ

スペースデザイン

被服心理学

ポップカルチャーと衣服

日本服飾文化史

衣生活文化論

2

2

コーディネート論

ファッションメディア論

ファッション社会論

服飾美学 講義

講義

講義

2

2

2

2

講義

講義

講義

講義

講義 2

伝統文化論

エンターテインメント論 

アパレル概論

卒業研究

世界のファッション

舞台衣装論

講義

講義

講義

講義

講義

－

2

2

2

2

西洋服飾文化史

ゼミナールⅠ

ゼミナールⅡ

食品学概論 講義 2

栄養学概論

6

2

2
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2

2

2

1又は2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

2

2

1

2

2

1

2

1

2

2

1

講義

講義・実習

実験

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

－

講義

講義

講義

講義

講義

栄養教育論Ⅱ

栄養教育論実習Ⅰ

栄養教育論実習Ⅱ

人体構造機能論実験

食品化学

講義

実習

実習

2

1

栄養教育論Ⅰ

食事設計論

食事設計論実習

栄養の指導

講義

講義

実習

1

2

1

2

2

2

1

2

1

2

2

病態栄養学

臨床栄養学実習

講義

講義

実習

食品と衛生

食品学実験

食安全学Ⅰ

食安全学実験

基礎栄養学Ⅰ 

基礎栄養学Ⅱ 

栄養化学Ⅰ

栄養と健康

人体構造機能論 講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

実験

実験

実験

実験

実験

実習

栄養化学実験 

応用栄養学

2

2

調理学実習

児童学概論

環境科学概論

〔専門教育科目〕 

疾病の成り立ちⅠ

生化学

生理学

ライフデザイン学概論

社会福祉論

公衆衛生学

生活環境学実験

社会生活と健康

人体の構造と機能

講義

臨床栄養学

共通専門科目 

被服学概論

〔自由科目〕

（社会体験実習）

家庭経営学概論（含家庭経済学）

家族関係論

住居学概論

製図及び家庭工作学

食物学科

食物学専攻

企業等体験実習

応用栄養学実習

食品化学実験

食品学

保育学（含実習及び家庭看護） 
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2

2

1

2

2

2

2

2

2

1又は2

演習

演習

〔自由科目〕

（社会体験実習）

企業等体験実習 －

講義

実習

被服材料学

被服工作（和）（洋）

製図及び家庭工作学 

フードコーディネート論

教職課程科目（家庭） 

衣生活概論

講義

講義

講義

講義

保育学（含実習及び家庭看護）

食品開発論

世界の食文化と調理学実習

学校栄養教諭論

フードスペシャリスト論

講義

講義

講義

実習

2

1

2

食品バイオテクノロジー

インターンシップ

調理科学Ⅱ

調理科学実験

講義

講義

実習

実験

2

1

2

1

食文化論 

食品品質学

栄養・健康情報論

講義

講義

講義

2

2

2

フードマーケティング演習

分子栄養代謝学

食品微生物学

演習

講義

講義

1

2

2

食品感覚機能論

フードマーケティング論

スポーツ栄養論 

スポーツ科学論

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

化学Ⅱ

実践統計学

フードエンジニアリング

食品とリスクコミュニケーション

講義

講義

講義

2

2

2

2

セルフメディケーション概論 講義

スポーツ栄養論実習 実習

卒業論文Ⅰ

卒業論文Ⅱ

基礎生物学

化学Ⅰ

講義

講義

2

2

2

2

－

－

校外実習

校外実習指導

栄養士概論

食物学演習

講義

演習

実習

2

2

1

1

給食管理実習Ⅱ

調理科学Ⅰ

基礎調理学実習

調理学実習

講義

実習

実習

実習

2

1

1

1

給食管理論Ⅰ 

給食管理論Ⅱ

給食管理実習Ⅰ

給食の運営

講義

講義

実習

2

2

1

公衆栄養学 講義 2
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2

2

2

2

2

2

2

2

1

1

講義

実験

講義

講義

実習

講義

講義

栄養教育論Ⅰ 

栄養教育論Ⅱ

2

2

栄養教育論実習Ⅰ

栄養教育論実習Ⅱ

ライフステージ栄養学

ライフステージ栄養学実習

応用栄養科学

食事摂取基準論

食品化学実験

食安全学

食安全学実験

調理科学

栄養学概論

基礎栄養学

栄養学実験

講義

講義

実験

基礎調理学実習Ⅰ 

基礎調理学実習Ⅱ

食事設計論実習

実習

実習

実習

2

2

2

栄養教育論

1

1

1

1

2

講義

講義

実験

実験

講義

講義

講義

講義

2

食品学

実験

2

2

食品化学

実習

実習

1

食べ物と健康

食品学実験 1

1

1

2

2

2

栄養生化学

解剖生理学Ⅰ

解剖生理学Ⅱ

解剖生理学実験

臨床医学Ⅰ

臨床医学Ⅱ

1

基礎栄養学

応用栄養学

実践臨床医学

生化学実験

人体の構造と機能及び疾病の成り立ち

生化学 講義

講義

実験

2

2

1

生活環境学実験

講義

講義

講義

実践統計学実習

講義

講義

実験

2

1

2

1

2

2

2

実習

公衆衛生学Ⅰ

公衆衛生学Ⅱ

社会福祉論

社会・環境と健康

ライフデザイン学概論

講義

講義

講義 2

被服学概論

児童学概論

環境科学概論

住居学概論

講義

講義

講義

講義

講義

家庭経営学概論（含家庭経済学）

家族関係論

食物学科

管理栄養士専攻

〔専門教育科目〕 

共通専門科目 
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臨床栄養学Ⅲ 講義 2

2

2

臨床心理学 講義 2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1

2

2

1

4

1又は2

1

1

1

2

2

2

1

2

2

2

1

3

講義

講義

講義

講義

講義

講義

－

－

講義

講義

講義

実習

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

2

実習

実習

実験

演習

講義

講義

－

実習

実習

家庭経営学概論（含家庭経済学）

共通専門科目 

食物学演習 

栄養・健康情報論

機能性食品学

調理科学実験

食品微生物学

食品微生物学実験

食文化論

化学Ⅰ

化学Ⅱ

基礎生物学 

学校栄養教諭論Ⅰ

学校栄養教諭論Ⅱ

スポーツ栄養論 

卒業研究

卒業論文

企業等体験実習

〔自由科目〕

（社会体験実習）

児童学科

児童学専攻

セルフメディケーション概論

スポーツ栄養論実習

〔専門教育科目〕 

スポーツ科学論 

2

2

1

1

臨床栄養学実習Ⅰ

給食経営管理論Ⅰ 

臨地実習Ⅱ

総合演習

管理栄養士演習

臨地実習Ⅰ

給食経営管理実習Ⅰ

給食経営管理論

臨地実習

給食経営管理実習Ⅱ

総合演習

管理栄養士概論

給食経営管理論Ⅱ

公衆栄養学Ⅰ

公衆栄養学Ⅱ

公衆栄養学実習

公衆栄養学

実習

実習

実習

演習

演習

2

実験

臨床栄養学Ⅰ

臨床栄養学実習Ⅱ

臨床栄養学Ⅳ

カウンセリング論

臨床栄養学Ⅱ

2

2

臨床栄養学

講義

講義 2
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児童学入門

保育者養成基礎演習Ⅰ 2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

演習

演習

演習

演習

演習

講義

講義

演習

演習

演習

演習

演習

演習

社会的養護内容

子どもの保健

子どもの食と栄養

講義

演習

演習

2

2

2

児童学プロジェクトⅠ 

児童学プロジェクトⅡ

児童学専門演習Ⅲ

子どもの理解と援助

乳児保育Ⅱ

子育て支援

領域環境 講義

演習

演習

演習

2

2

2

2

社会的養護論

子ども家庭支援論

保育内容健康の指導法

保育内容ことばの指導法

講義

講義

演習

演習

2

2

2

2

領域ことば

保育カリキュラム論 

乳児保育Ⅰ 

講義

講義

講義

2

2

2

保育内容の理解と方法Ⅱ

子ども家庭福祉論

保育者論 

領域健康

講義

講義

講義

演習 2

2

2

2

保育者養成基礎演習Ⅱ 演習

子ども理解の基礎

保育内容人間関係の指導法

保育内容表現の指導法

保育内容の理解と方法Ⅰ

講義

演習

演習

演習

2

2

2

2

児童学基礎演習

社会福祉学

子どもとからだ

教育原理Ａ 講義

講義

講義

演習 2

2

2

2

食物学概論

ライフデザイン学概論

環境科学概論

住居学概論

被服学概論

家族関係論

2

子どもの権利論

領域人間関係

領域表現

講義

講義

講義

2

2

2

保育原理

児童文化論 

子どもと遊び 2

児童学専門演習Ⅱ

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

2

教育経営論Ａ

保育方法演習

障がい児保育

子ども家庭支援の心理学

保育内容環境の指導法

子どもの健康と安全

児童学専門演習Ⅰ

2

2

2
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2

2

4

2

2

2

2

2

2

2

2

2

1又は2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

6

演習

講義

講義

演習

実習

実習

実習

講義

講義

講義

講義

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

講義

講義

実習

講義

講義

講義

講義

講義

講義

－

－

演習

演習

講義

保育内容総論

児童学専門演習Ⅳ

卒業研究

子どもと物語

子どもと音楽Ⅰ

子どもと音楽Ⅱ

子どもと貧困

子どもと科学する心

保育者とアート（造形）

保育者とアート（パフォーマンス）

保育者とからだ

教育実習（幼稚園Ⅰ）

学童保育 

子どもＮＰＯ

保育カンファレンス演習

子どもと地域

演習

演習

2

2

2

2

保育実習Ⅱ

教育実習（幼稚園Ⅱ）

幼稚園実習特講 

演習

演習

実習

2

1

保育実習指導Ⅱ

保育実習（アドバンス）

保育実習Ⅰ

保育実習指導ⅠＡ

保育実習指導ⅠＢ

保育者とアート（音楽）

演習

演習

演習

2

2

2

2

子どもと造形

児童学研究法Ａ

児童学研究法Ｂ

児童学研究法Ｃ

企業等体験実習

児童学科

保育実習（アドバンス演習）

保育・教職実践演習 

〔自由科目〕

（社会体験実習）

〔専門教育科目〕 

共通専門科目 

家庭経営学概論（含家庭経済学）

家族関係論

住居学概論

被服学概論

食物学概論

環境科学概論

ライフデザイン学概論

児童教育専攻

教育心理学

児童教育研究法Ⅰ 講義

2

2

国内・国外研修Ⅰ

国内・国外研修Ⅱ

国内・国外研修Ⅲ

－

－

－

2

2

1
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社会福祉学

児童学基礎体験演習Ⅰ

児童学基礎体験演習Ⅱ

子ども理解

講義

講義

2

2

2

教師論

生活科教育 

音楽科教育

図工科教育 

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

演習

演習

2

科学と遊び

子どもと実験

化学の基礎

物理の基礎

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

生物の基礎

地学の基礎

生物学基礎実験Ⅰ

地学基礎実験Ⅰ

講義

講義

2

2

2

2

実験

実験

児童学基礎体験演習Ⅲ 

教育原理Ｂ

科学と説明・諭証

国語科教育

講義

講義

講義

2

2

2

2

社会科教育

算数科教育

理科教育

家庭科教育

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

演習

体育科教育

物理学基礎実験Ⅰ

化学基礎実験Ⅰ

小学校外国語教育 講義

2

2

2

2

道徳教育論

教育経営論Ｂ

教育課程論

教育方法論 

講義

講義

講義

2

2

2

2

演習

演習

実験

実験

教育相談

児童学専門演習Ⅰ

児童学専門演習Ⅱ

科学リテラシー

子どもと観察

講義

講義

講義

2

2

2

2

2

子どもと科学する心

生徒・進路指導の理論及び方法

総合的な学習の時間の学びと指導法

特別活動論 

講義

講義

講義

2

2

2

2

演習

演習

演習

特別支援教育

卒業研究

講義 2

2

2

6

生物学基礎実験Ⅱ

地学基礎実験Ⅱ 

生活と物理

生活と化学

講義

講義

2

2

2

2

演習

演習

実験

実験

－

児童学専門演習Ⅲ

児童学専門演習Ⅳ

物理学基礎実験Ⅱ

化学基礎実験Ⅱ 

理科教育法Ⅰ 講義

2

2

2

実験

実験

－46－



2

2

4

1

2

2

2

2

4

1

1又は2

1

2

2

2

2

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

演習

演習

演習

演習

演習

演習

実習

講義

演習

講義

講義

〔専門教育科目〕 

共通専門科目 

ライフデザイン学科

住居学概論 2講義

〔自由科目〕

（社会体験実習）

企業等体験実習

子どもの学びとＩＣＴ

子どもと貧困

2

1

2

－

異文化のなかの児童

児童学ワークショップ

講義

講義

2

2

講義

学校文化のなかの児童

地域文化のなかの児童 講義 1

国内・国外研修Ⅰ － 2

国内・国外研修Ⅱ － 2

国内・国外研修Ⅲ －

リフレクション実践演習

学童保育

2

2

2

2

子どもの学びと言語 

子どもの学びと自然

野外教育実践演習

リフレクション基礎論

2

2

2

2

教育実習（小学校）

小学校実習特講 

子どもと読書

児童教育研究法Ⅱ

2

2

実習

科学する心（第１分野：物理・化学）

科学する心（第２分野：生物・地学）

サイエンス・エデュケーター論

小学校外国語指導法 

学級経営と集団づくり

教職実践演習（小・中）

理科教育法Ⅳ

特別活動要説

教育実習（中学校）

中学校実習指導

理科教育法Ⅱ 講義 2

小学校総合演習Ⅰ

小学校総合演習Ⅱ

国語科指導法

社会科指導法

2

2

2

2

演習

演習

演習

演習

算数科指導法

理科指導法

生活科指導法

音楽科指導法

演習

演習

演習

演習

2

2

2

2

図工科指導法

理科教育法Ⅲ

家庭科指導法

体育科指導法

生物と環境 

地球と環境 

講義

講義

講義

演習

演習

演習

2

2
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2

2

2

1

1

2

2講義

ヨーロッパ現代生活論

消費者と法

青少年と法

暮らしとファイナンス

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

暮らしと社会保障

住文化論

生活とデザイン

比較地域文化論 

講義

講義

情報とコミュニケーション

エコロジカルライフ論 

ヨーロッパ現代社会論

情報社会論

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

住空間デザイン演習

市民生活と法

生活情報論

情報デザイン演習

講義

講義

演習

演習

2

2

2

2

講義 2

都市と公園 

家族法

インテリア製図演習

インテリア空間デザイン演習

講義

講義

演習

演習

2

2

2

2

生活と工芸 

感性教育Ａ（スピーチ）

感性教育Ｂ（デザイン）

感性教育Ｃ（アート） 

講義

実習

実習

実習

2

1

1

1

コミュニティと福祉

エコロジカルライフ演習

工芸デザイン演習

インテリアデザイン応用演習 

講義

演習

演習

演習

2

2

2

2

ライフデザイン演習Ⅰ（量的調査法） 

ライフデザイン演習Ⅱ（質的調査法）

ライフデザイン演習Ⅲ(編集・プレゼンテーション)

生涯発達心理学 講義

演習

2

2

2

2

演習

演習

ＮＰＯ・市民参加論

自然体験論Ⅰ

自然体験論Ⅱ

家族心理学

講義

講義

講義

講義

ヒトと生態系

生物環境学演習 

プロダクトデザイン演習

グラフィックデザイン演習

講義 2

2

2

2

演習

演習

演習

ライフデザイン基礎演習Ⅱ（日本語力）

生命論

日常生活と環境 

生活環境と健康

講義

講義

講義

2

2

2

2

生活経営学

家族社会学

生活文化史

ライフデザイン基礎演習Ⅰ（思考・表現力）

講義

講義

講義

2

2

2

2

演習

演習

ライフデザイン学総論

被服学概論

食物学概論

児童学概論

講義

講義

講義

講義 2

2

2

2
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2

2

2

2

2

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

6

1

1

講義

講義

演習

演習

演習

講義

講義

講義

講義

講義

（社会体験実習）

演習

企業等体験実習

〔専門教育科目〕 

文学部

日本文学科

日本語学

演習

生活と色彩

インテリアデザイン論

デザイン文化論

グリーンツーリズム体験実習 

講義

講義

講義

実習

農業体験学習

ライフデザインの思想と実践

講義

講義

講義

講義

演習

余暇生活論

ゼミナールⅠ－Ａ

講義

ゼミナールⅠ－Ｂ

ゼミナールⅡ－Ａ

講義

地域社会と環境

ゼミナールⅡ－Ｂ

卒業研究

〔自由科目〕

日本語学概説

日本語学講義

日本語学演習Ⅰ

消費生活論

家族と文化の心理学

社会生活と心の健康

ポピュラーカルチャーの国際比較 

仕事の社会学

環境教育・思想論

2

2

2

2

2

2

2

住空間デザイン論

2

2

－

－

日本語学演習Ⅱ

日本古典文学入門 

変体仮名読解

日本文学

講義

演習

演習

2

近代文学概説

現代文学概説

1又は2

上代文学講義

中古文学講義

上代文学概説 

中古文学概説 

中世文学概説

近世文学概説

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

2

2

中世文学講義 講義

近世文学講義

近代文学講義

現代文学講義

上代文学演習Ⅰ

上代文学演習Ⅱ

中古文学演習Ⅰ

中古文学演習Ⅱ

中世文学演習Ⅰ

演習

演習

演習

演習

演習

講義

講義
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2

2

2

2

2

2

2

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

中世文学演習Ⅱ

近世文学演習Ⅰ

近世文学演習Ⅱ

近代文学演習Ⅰ

近代文学演習Ⅱ

現代文学演習Ⅰ

現代文学演習Ⅱ

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

漢文学入門

漢文学概説

漢文学

2

2

2

基礎ゼミⅠ

基礎ゼミⅡ

卒業論文ゼミⅠ

卒業論文ゼミⅡ

演習

演習

演習

2

2

2

2

演習

演習

演習

2

2

2

卒業論文ゼミⅢ

卒業論文ゼミⅣ

卒業論文 

書誌・出版

演習

演習

2

2

2

6

創作研究

語学・文学特別講義

語学・文学特別演習 

研究の方法（古典・漢文）

演習

語学・文学講読Ⅰ

語学・文学講読Ⅱ

漢文学講義

漢文学演習Ⅰ

漢文学演習Ⅱ

2

講義

講義

2

2

2

2

－

研究の方法（近現代・メディア）

研究の方法（日本語） 

メディア文化論 

メディア文化演習Ⅰ 演習

2

2

2

2

メディア文化演習Ⅱ

比較文学 

ジェンダーと文学

講義

講義

講義

伝承と文学

講義

講義

演習 2

2

2

2

講義

日本の思想Ａ

日本の思想Ｂ

日本の美術 

日本の芸能と文化

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

日本の映像メディア

日本の歴史と社会

日本の歴史と文化

講義

講義

講義

2

2

2

講義

2

2

2フランス文化

中国文化 講義 2

文学部共通科目

日本語の歴史

日本語と社会

言語文化を知る

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

英語と日本語

一般言語学

文字文化論

ドイツ文化

講義

講義
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1又は2

2

2

2

講義

講義

講義

－

韓国文化 講義 2

日本文化とアジア

イギリス的風景

地域文化を知る

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

イギリスの階級と伝統

アメリカの風土と歴史

アメリカの文化と思想

イスラム文化 

講義

講義

講義 2

講義

2

2

2江戸・東京の文化

2文学・文化の理論 

世界文学

ジェンダー文化論

メディア文化を知る

講義

講義

2

2

2

2

映像文化論

出版文化論

2

英語発音入門 

英語音声学演習

－

英語英文学科

広告論

世界を知る

講義 2

1国内・海外研修Ａ

国内・海外研修Ｂ

演習

2

2書法総合演習Ⅰ

書法総合演習Ⅱ

教職課程科目（国語） 

〔自由科目〕

演習 2

－

－

国内・海外研修Ｃ

国内・海外研修Ｄ

国内・海外研修Ｅ

国内・海外研修Ｆ

国内・海外研修Ｇ

2英文学入門２

米文学入門１ 

英語学（音声）

英語学（文法）

演習

演習

演習

（社会体験実習）

企業等体験実習

〔専門教育科目〕 

英語学入門１

英語学入門２

英語学

講義

講義

演習

演習

2

2

2

演習

2

2

2

2英語学（意味）

英語学（特論）

英文法（基礎）１ 

英文法（基礎）２

演習

演習

演習

講義

講義

2

2

英文法（発展）１

英文法（発展）２

英文学入門１

英文学

講義

講義

演習 2

2

米文学入門２

東南アジア文化

1

－ 2

－ 1

－ 2

－ 1
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演習

2

2

2

2

異文化コミュニケーション１

異文化コミュニケーション２

演習

演習

2

2英語文学Ｂ

基礎セミナー

英語文学（特論）Ｂ

演習

演習

演習 2

2

2

英語文学Ａ

イギリス入門

アメリカ入門

英語圏文化（言語）

英語圏文化（社会）

講義

講義

演習

演習

2

2

2

2

演習

演習

2

2

英語文学Ｃ 

英語文学Ｄ

英語文学（特論）Ａ

演習

演習

演習

英語圏文化（特論）

ＩＳＥＣ

セミナー１

演習

演習

演習 2

2

2

セミナー２

セミナー３

セミナー４

ＴＯＥＩＣ演習

演習

演習

演習

演習

2

2

2

2

Extensive Reading (Basic)

Extensive Reading (Advanced)

Speaking (Basic)Ａ

Speaking (Basic)Ｂ

演習

演習

演習

演習

2

2

2

Speaking (Intermediate)Ａ

Speaking (Intermediate)Ｂ

Speaking (Advanced)

英文講読（基礎）１

演習

演習

演習

演習 2

2

2

2

2

英文講読（基礎）２

英文講読（発展）１

英文講読（発展）２

英語教育学（第二言語習得論）

演習

演習

演習

演習

2

2

2

2

演習

演習

2

2

2

観光英語

Academic EnglishＡ

Academic EnglishＢ

Project-Based EnglishＡ

演習

演習

演習

演習

2

2

2

2

Project-Based EnglishＢ

Special Topics through English

卒業論文

Integrated English１Ａ

演習

演習

演習

6

2

2

2

世界の英語

領域間探求

英文精読演習

英語ベストセラーを読む

Discussion on SocialIssues

Proactive English

Learning about Japan

演習

演習

－

演習

演習

演習

演習

学問への扉

基礎研究

演習

2

2

2

2

2

2

2

声に出して読む英語

ジェンダー論演習

通訳演習

演習
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2

1

1又は2－

Integrated English１Ｂ

Integrated English２Ａ

Integrated English２Ｂ

TOEIC Preparation

演習

演習

演習

演習

2

2

2

2

Global Issues and Communication

Strategies for Speaking

Research and Presentation

演習

演習

演習

2

2

2

言語文化を知る

文学部共通科目

日本語の歴史

日本語と社会

英語と日本語

一般言語学

2

2

2

中国文化

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

韓国文化

日本文化とアジア

講義

講義

2

2

アメリカの文化と思想

イスラム文化 

メディア文化を知る

文学・文化の理論 

講義

講義

講義

〔自由科目〕

（社会体験実習）

企業等体験実習

コミュニケーション文化学科

〔専門教育科目〕 

言語

日本語口頭表現法 演習 2

文字文化論

ドイツ文化

フランス文化

地域文化を知る

江戸・東京の文化 講義

世界文学

ジェンダー文化論

映像文化論

出版文化論

講義

講義

講義

講義

講義

東南アジア文化

イギリス的風景

イギリスの階級と伝統

アメリカの風土と歴史

講義

講義

ゼミナール

国内・海外研修Ｂ －

エンパワメントゼミⅠ 演習

広告論

2

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

2

2

2

2

2

講義

講義

2

2

2

2

国内・海外研修Ｃ － 1

国内・海外研修Ｄ － 2

2

世界を知る

国内・海外研修Ａ －

国内・海外研修Ｅ － 1

国内・海外研修Ｆ － 2

国内・海外研修Ｇ － 1
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基礎講義・演習

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

表象・メディアコミュニケーションⅠＡ

コミュニケーション文化概論Ａ

コミュニケーション文化概論Ｂ

講義

講義

演習

演習

演習

演習

－

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

表象・メディアコミュニケーションⅡＣ

表象・メディアコミュニケーションⅡＤ

表象・メディアコミュニケーションⅡＥ

表象・メディアコミュニケーションⅠＢ

表象・メディアコミュニケーションⅠＣ

表象・メディアコミュニケーションⅠＤ

表象・メディアコミュニケーションⅠＥ

表象・メディアコミュニケーションⅡＡ

表象・メディアコミュニケーションⅡＢ

エンパワメントゼミⅡ

エンパワメントゼミⅢ

エンパワメントゼミⅣ

演習

表象・メディアコミュニケーション演習ⅡＡ

表象・メディアコミュニケーション演習ⅡＢ

卒業研究ゼミⅠ

卒業研究ゼミⅡ

卒業研究ゼミⅢ

卒業研究ゼミⅣ

卒業論文

2

2

2

2

2

言語・異文化コミュニケーションⅠＡ

言語・異文化コミュニケーションⅠＢ

言語・異文化コミュニケーションⅠＣ

言語・異文化コミュニケーションⅠＤ

言語・異文化コミュニケーションⅡＡ

言語・異文化コミュニケーションⅡＢ

言語・異文化コミュニケーションⅡＣ

言語・異文化コミュニケーションⅡＤ

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

講義

講義

講義

演習

演習

2

6

社会・政策コミュニケーションⅠＡ

社会・政策コミュニケーションⅠＢ

社会・政策コミュニケーションⅠＣ

社会・政策コミュニケーションⅠＤ

社会・政策コミュニケーションⅡＡ

社会・政策コミュニケーションⅡＢ

社会・政策コミュニケーションⅡＣ

社会・政策コミュニケーションⅡＤ

言語・異文化コミュニケーション演習ⅠＡ

言語・異文化コミュニケーション演習ⅠＢ

言語・異文化コミュニケーション演習ⅠＣ

言語・異文化コミュニケーション演習ⅠＤ

言語・異文化コミュニケーション演習ⅡＡ

言語・異文化コミュニケーション演習ⅡＢ

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

言語・異文化コミュニケーション演習ⅡＣ

言語・異文化コミュニケーション演習ⅡＤ

表象・メディアコミュニケーション演習ⅠＡ

表象・メディアコミュニケーション演習ⅠＢ

表象・メディアコミュニケーション演習ⅠＣ

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

演習

演習

演習

演習

演習

演習

2

2

2

2

2

2

2

表象・メディアコミュニケーション演習ⅠＤ

表象・メディアコミュニケーション演習ⅠＥ

演習
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専門講義・演習

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

表象・メディアコミュニケーション演習ⅡＣ

表象・メディアコミュニケーション演習ⅡＤ

表象・メディアコミュニケーション演習ⅡＥ

2

2

2

2

2

2

2

2

2

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

社会・政策コミュニケーション演習ⅠＡ

社会・政策コミュニケーション演習ⅠＢ

社会・政策コミュニケーション演習ⅠＣ

社会・政策コミュニケーション演習ⅠＤ

社会・政策コミュニケーション演習ⅡＡ

社会・政策コミュニケーション演習ⅡＢ

社会・政策コミュニケーション演習ⅡＣ

社会・政策コミュニケーション演習ⅡＤ

2

2

コンピュータ・リテラシー

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

2

2

2

2

2

2

2

テクニカル・ライティング 

コミュニケーション文化特殊研究

英語口頭表現法

フランス語口頭表現法

中国語口頭表現法

韓国語口頭表現法

ベトナム語口頭表現法

社会調査演習

リサーチ＆プレゼンテーション

映像制作

スクリーン・イングリッシュ

インターンシップ・アレンジメント

フィールドワーク

演習

演習

演習

演習

演習

演習

演習

2

2

2

2

2

2

2

講義

講義

言語・異文化コミュニケーション

社会言語学

語用論

国際関係論

比較国際教育論

東南アジア地域研究

言語文化論

グローバル・ヒストリー論

表象・メディアコミュニケーション

メディア社会学

メディア文化論

映像表現論

欧米文化論

現代ジェンダー論

社会・政策コミュニケーション

社会心理学

アメリカ社会論

2

日本語と社会 講義 2

英語と日本語 講義 2

サーバントリーダーシップ論

公共政策論

現代正義論

多元的社会のサステナビリティ論

文学部共通科目

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義 2

2

2

言語文化を知る

日本語の歴史 講義
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情報デザイン専攻必修

社会生活情報学専攻必修2

2

2

2

2

2

1

2

1又は2

2

2

2

2

2

2

2

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義・実習

－

国内・海外研修Ａ

国内・海外研修Ｂ

出版文化論

広告論

企業等体験実習

社会情報学科

講義

講義

講義

国内・海外研修Ｄ －

講義

世界を知る

共通専門科目

〔自由科目〕

（社会体験実習）

コンピュータの基礎

社会情報概論

基礎統計学

ソフトウェア概論 

情報セキュリティ論

情報基礎数学

情報処理実習Ａ

情報処理実習Ｂ

講義

講義

－

－

〔専門教育科目〕 

実習

講義・演習

2

2

経営と社会

情報社会論

文字文化論

ドイツ文化

フランス文化

社会情報学部

一般言語学 講義 2

2

2

中国文化

韓国文化

地域文化を知る

江戸・東京の文化

日本文化とアジア

東南アジア文化

イギリス的風景

イギリスの階級と伝統

アメリカの風土と歴史

アメリカの文化と思想

イスラム文化 

メディア文化を知る

文学・文化の理論 

世界文学

ジェンダー文化論

映像文化論

国内・海外研修Ｃ － 1

講義 2

講義

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

国内・海外研修Ｅ － 1

国内・海外研修Ｆ － 2

国内・海外研修Ｇ － 1

2

講義

講義

2

2

2

講義

実習

コミュニケーション論 講義

情報と職業

基礎社会学

ＡＩ入門
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2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

講義

演習

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義・演習

演習

演習

演習

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

社会学系

ジェンダーとコロニアリズム

グローバリゼーションの社会学 

質的調査演習

2

マクロ経済と金融 

経済学系

経済政策論

経済史

女性労働論

国際金融論

ネットワーク経済論 

会計学入門

マーケティング入門 

ケーススタディ経営学

経営戦略論

企業と社会

経営学系

　社会生活情報学専攻

産業論

情報倫理

情報と法律

建築・不動産と社会

講義

講義

講義

講義

講義

地域経営論

現代社会論

都市と文化 講義

労働経済学 講義 2

教育の経済学

グローバル経済

社会保障の経済学

企業の経済学

行動経済学

情報の経済学 

日本経済論

経営組織論

マーケティング・サイエンス

流通論

ブランド論

消費者行動論 

簿記 講義 2

財務会計 講義 2

管理会計 講義 2

ファイナンス 講義 2

数学の基礎

生活の数学

講義 2

講義 2

講義 2

量的調査演習Ⅰ

量的調査演習Ⅱ 演習 2

マーケティング調査演習

ビジネス統計入門

ビジネス統計演習

ビジネス英語

ビジネス英会話

講義

演習

講義

講義

2

2

2

2
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内容が異なる場合は複数回の
履修を認める。

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

演習

演習

演習

演習

講義・実習

講義・実習

講義・実習

講義・演習

講義

講義

演習

講義

講義・実習

演習

情報リテラシー演習

情報処理

講義

多文化社会論

－

－

－

2

都市論

社会学の理論と方法

メディア学基礎

メディア学系

講義

2

2

2

メディア史

マスメディア論

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

2

2

情報行動論

情報文化史

移動とエスニシティ

2

2

2

2

社会調査法

2

オルタナティブ・メディア論

ソーシャルメディア論

メディア運用演習 

メディア社会論演習 

講義

講義

演習

演習

2

2

2

2

講義

講義

ＡＩ社会論

2

2

広告論

オンラインデータ分析

メディアと社会変容 

経営学入門 

基礎経済学 

専門特殊講義 講義

講義

講義

2

専門特殊講義

情報分析演習 

社会情報学ゼミナールⅡ

社会情報学ゼミナールⅢ

2

2

演習

　環境情報学専攻

人間と環境

情報システム論及び実習Ⅰ

はじめての物理

社会情報学ゼミナールⅣ

2

社会生活情報基礎演習Ⅱ

プログラミングの基礎 

プログラミング基礎演習

演習

講義・演習

講義・演習

演習

演習

2

2

2

2

教職課程科目（情報）

アルゴリズム論及び演習Ⅰ

アルゴリズム論及び演習Ⅱ

講義・演習

講義・演習

6卒業研究 

社会情報学ゼミナールⅠ

異文化理解Ⅰ

異文化理解Ⅱ

留学認定科目

社会生活情報基礎演習Ⅰ

情報表現法

コンテンツ産業論

情報システム論及び実習Ⅱ

情報ネットワーク論及び実習Ⅰ

情報ネットワーク論及び実習Ⅱ

2

2
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2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

講義

講義

講義

講義

講義

講義・演習

講義

講義

講義

講義

講義

環境との共生

環境と経済Ⅰ 

住居デザイン 

力とかたちⅠ 

力とかたちⅡ

建築と都市の歴史 

講義

講義

講義環境と経営

講義

講義

講義

2

住居環境論

2

住居のデザイン

講義

2

講義

環境科学

住居学

2

2

2

2

2

健康と化学物質 講義 2

生命のしくみ

環境と生命化学

地球環境論

2

2

設計製図の基礎

住居デザイン演習Ⅰ 

講義

講義

講義

講義

演習

演習

2

環境と法律Ⅰ 

住環境とエコデザイン 講義

食と環境 

健康と環境

環境とツーリズム 

建築と社会

キッチンデザイン演習 講義・演習 2

住居デザイン演習Ⅱ 演習 2

ＣＡＤ演習

2

2

2

講義

建築インテリア材料 

建築法規と都市デザイン

2環境デザイン論

自然科学入門

講義

講義・演習

講義

2

国際関係と環境法 講義 2

地学の基礎

2

化学の基礎

2

2

2

2

宇宙地球科学 講義 2

物理の基礎

環境とまちづくり 講義

環境マネジメント論 講義

講義

環境と経済Ⅱ 講義

自然科学実験（物理） 実験 2

自然科学実験（化学） 実験 2

環境生理学

環境と法律Ⅱ 講義 2

環境とアグリビジネス 講義 2

環境とマーケティング 講義 2

エネルギーと環境 講義

住環境実験・演習

建築設備

講義・演習 2

講義 2

気候変動と社会

地球環境論 講義・演習 2

サスティナブル社会論 講義 2

持続的なくらしと社会 

住環境のための数学

－59－



内容が異なる場合は複数回の
履修を認める。

2

2

2

2

2

2

2

2

講義・実習

講義

講義・実習

演習

講義

講義

講義

講義

実験

実験

講義

講義

講義

－

講義

－

講義・実習

－

オフィスマネジメント論Ⅰ 

2

2

講義

講義情報数学Ａ

情報数学Ｂ

情報とモデル

2

2

　情報デザイン専攻

情報基礎 

2

スマートデバイス論 講義

ＡＩデータ分析

数値計算論

情報処理機器概論 

講義

講義

講義・演習

講義

講義・演習

2

環境教育 

自然科学実験（生物）

2

講義・演習

講義

講義

2

講義・実習

講義・実習

社会情報学ゼミナールⅢ

社会情報学ゼミナールⅣ

情報ネットワーク論及び実習Ⅰ

環境保護論

環境アセスメント論

異文化理解Ⅰ

留学認定科目

2

2講義

環境生態デザイン 講義 2

エコライフ論

社会情報学ゼミナールⅠ

社会情報学ゼミナールⅡ

2

2

情報デザイン原論

ＡＩ社会論 講義 2

環境情報学基礎演習

環境学入門 

2

2

演習

演習

演習

講義・演習

2講義

講義海の環境学

建築デザイン

環境情報処理論及び実習

異文化理解Ⅱ

エコロジー

生物の基礎

ビオトープ論

2

2

2

2

2

2

2

フィールドワーク 実習 2

2

情報処理

2

専門特殊講義

専門特殊講義

2

2

自然科学実験（地学）

プログラミング基礎演習

プログラミングの基礎

統計処理及び演習 

経営情報システム論

システム

講義

2

2

演習

卒業研究Ａ

卒業研究Ｂ

6

－ 2

情報ネットワーク論及び実習Ⅱ

オフィスマネジメント論Ⅱ

情報システム論及び実習Ⅱ

2

2

2

情報システム論及び実習Ⅰ
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内容が異なる場合は複数回の
履修を認める。

2

2

2

2

1又は2

1又は2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

－

演習

演習

演習

－

－

－

－

講義・演習

講義・演習

講義・実習

講義・実習

演習

コンピュータ・グラフィックスⅠ

コンピュータ・グラフィックスⅡ

感性デザイン及び演習

ウエブデザイン

音声・音響デザイン 

インターフェースデザイン論

〔自由科目〕

2

デジタルコンテンツ応用

講義・演習

講義・演習

プログラミング基礎演習

プログラミング論及び演習

シミュレーション論

スマートデバイス応用Ⅰ

講義・演習

講義・演習

ＡＩプログラミング

デザイン論及び演習Ⅰ 

デザイン

社会情報学ゼミナールⅠ 

卒業研究

グラフィックデザイン

インタラクションデザイン

サービスデザイン 講義・演習

デザイン論及び演習Ⅱ

認知科学

デジタルコンテンツ

メディアアートⅠ 講義・演習

メディアアートⅡ 講義・演習

講義・演習

スマートデバイス応用Ⅱ

オブジェクト指向プログラミング論及び演習Ⅰ

オブジェクト指向プログラミング論及び演習Ⅱ

Ｗｅｂプログラミング

講義・演習

講義・演習

（社会体験実習）

企業等体験実習

留学認定科目

異文化理解Ⅰ

異文化理解Ⅱ

専門特殊講義

専門特殊講義

情報デザイン基礎演習

画像情報処理論及び演習

総合学習

講義・演習

講義・演習

アルゴリズム論及び演習Ⅰ 講義・演習

講義・演習

社会情報学ゼミナールⅡ 

社会情報学ゼミナールⅢ 

社会情報学ゼミナールⅣ 

講義・演習

講義

講義

演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義・演習

スクールインターン

2

2

4

プログラミング入門 

プログラミングの基礎

プログラミング

2

2

2

2

2

2

2

6

2

クリエイティブ思考法Ⅰ

クリエイティブ思考法Ⅱ 講義・演習 2

2

情報管理

講義

講義・演習

講義・演習

アルゴリズム論及び演習Ⅱ

講義
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1又は2－

講義

2

2

2

アジア研究入門ＡⅠ (文化と社会) 

アジア研究入門ＡⅡ (文化と社会) 

アジア研究入門ＢⅠ (思想と宗教) 

アジア研究入門ＢⅡ (思想と宗教) 

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

演習

演習

演習

演習

1

1

1

1

スペイン語Ⅵ

ロシア語Ⅴ

ロシア語Ⅵ

演習

演習

演習

1

1

1

講義

講義

2

2

フランス語Ⅵ 

ドイツ語Ⅴ

ドイツ語Ⅵ

スペイン語Ⅴ

演習

演習

演習

演習

1

1

1

1

ジェンダー論

表象文化論

フランス語Ⅴ 

外国語

講義

講義

演習

2

2

1

多国籍企業論

言語と比較文化

比較文化

国家と民族

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

比較演劇論（近現代）

言語科学入門

国際政治経済論

講義

講義

講義

2

2

2

日本の美術

日本の近代化と世界

文化交流論

国際関係・国際交流 

講義

講義

講義

2

2

2

比較文学論（方法と実践）

比較文学論（テーマと考察）

比較演劇論（古典）

講義

講義

比較文化入門 

日本文学 (古典)

日本文学 (近現代)

外国語で学ぶ比較文化

講義

日本文化

日本の歴史と風土

日本の社会と民俗

日本の思想と宗教 

講義

講義

講義

〔専門教育科目〕 

国際関係論

講義

講義

演習

比較文化論

比較社会論

ボランティア活動

基礎

中国語Ⅴ

中国語Ⅵ

韓国語Ⅴ

韓国語Ⅵ

アジア文化

比較文化学部

比較文化学科

2

2

2

2

2

2

2

体験で学ぶ比較文化 演習 2

－62－



2

－ 6

1

卒業論文

言語

演習

比較文化セミナーⅠ

比較文化セミナーⅡ

演習

演習

2

2

ヨーロッパ文化研究ＡⅠ

ヨーロッパ文化研究ＡⅡ

ヨーロッパ文化研究ＢⅠ

ヨーロッパ文化研究ＢⅡ

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

ヨーロッパ文化研究ＤⅠ

ヨーロッパ文化研究ＤⅡ

ヨーロッパ文化研究ＥⅠ

ヨーロッパ文化研究ＥⅡ

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

ヨーロッパ文化研究ＣⅠ

ヨーロッパ文化研究ＣⅡ

講義

講義

2

ヨーロッパ研究入門ＢⅠ(思想と宗教) 

ヨーロッパ研究入門ＢⅡ(思想と宗教) 

ヨーロッパ研究入門ＣⅠ(文学と芸術)

ヨーロッパ研究入門ＣⅡ(文学と芸術)

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

アメリカ文化研究ＥⅡ

ヨーロッパ研究入門ＡⅠ(文化と社会)

ヨーロッパ研究入門ＡⅡ(文化と社会)

ヨーロッパ文化

講義

講義

講義

2

2

2

アメリカ文化研究ＣⅡ

アメリカ文化研究ＤⅠ

アメリカ文化研究ＤⅡ

アメリカ文化研究ＥⅠ

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

アメリカ文化研究ＡⅡ

アメリカ文化研究ＢⅠ

アメリカ文化研究ＢⅡ

アメリカ文化研究ＣⅠ

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

アメリカ研究入門ＣⅠ(文学と芸術) 

アメリカ研究入門ＣⅡ(文学と芸術) 

アメリカ文化研究ＡⅠ

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

アメリカ研究入門ＡⅠ(文化と社会)

アメリカ研究入門ＡⅡ(文化と社会)

アメリカ研究入門ＢⅠ(思想と宗教) 

アメリカ文化

講義

講義

講義

2

2

2

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

アジア文化研究ＢⅠ

アジア文化研究ＢⅡ

アジア文化研究ＣⅠ

アジア文化研究ＣⅡ

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

アジア研究入門ＣⅠ (文学と芸術)

アジア研究入門ＣⅡ (文学と芸術)

アジア文化研究ＡⅠ

アジア文化研究ＡⅡ

アジア文化研究ＤⅠ

アジア文化研究ＤⅡ

アジア文化研究ＥⅠ

アジア文化研究ＥⅡ

アメリカ研究入門ＢⅡ(思想と宗教) 

中国語セミナーＡⅠ(理解) 
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諸外国との国際交流Ⅲ

諸外国との国際交流Ⅳ

2

2

2

2

2

2

2

2

日米関係論

日欧関係論

イスラムの文化と社会

諸外国との国際交流Ⅰ

諸外国との国際交流Ⅱ

1

1

1

2

2

1

1

1

演習

演習

演習

講義

講義

講義

講義

講義

講義

演習

1

1

1

1

1

演習

演習

演習

演習

1

1

演習

演習

演習

演習

演習

演習

1

フランス語セミナーＣⅡ(総合)

フランス語セミナーＤⅠ(発展)

フランス語セミナーＤⅡ(発展)

ドイツ語セミナー ＡⅠ(理解)

ドイツ語セミナー ＡⅡ(理解)

演習

フランス語セミナーＢⅡ(表現)

フランス語セミナーＣⅠ(総合)

英語セミナーＢⅡ(表現) 

英語セミナーＣⅠ(総合)

英語セミナーＣⅡ(総合)

英語セミナーＤⅠ(発展) 

演習

演習

演習

英語セミナーＡⅡ(理解) 

英語セミナーＢⅠ(表現) 

演習

演習

演習

演習

演習

演習

1

1

1

1

1

1

1

1

英語セミナーＤⅡ(発展) 

フランス語セミナーＡⅠ(理解)

フランス語セミナーＡⅡ(理解)

フランス語セミナーＢⅠ(表現)

1

英語セミナーＡⅠ(理解) 

演習

演習

演習

1

1

1

演習

演習

演習

演習

1

中国語セミナーＢⅡ(表現) 

中国語セミナーＣⅠ(総合) 

中国語セミナーＣⅡ(総合) 

1

1

1

演習

演習

ドイツ語セミナーＢⅠ(表現)

ドイツ語セミナーＢⅡ(表現)

－

－

2

2

ドイツ語セミナーＣⅠ(総合)

ドイツ語セミナーＣⅡ(総合)

ドイツ語セミナーＤⅠ(発展)

ドイツ語セミナーＤⅡ(発展)

日韓関係論

日中関係論

ロシア・東欧事情

口承文芸と民間信仰

関連科目

－

－

講義

講義

比較文化演習Ⅱ

比較文化演習（副ゼミ）Ⅰ 

比較文化演習（副ゼミ）Ⅱ

都市文化論

多民族・多文化社会 

講義

中国語セミナーＡⅡ(理解) 

中国語セミナーＢⅠ(表現) 

中国語セミナーＤⅠ(発展) 

中国語セミナーＤⅡ(発展) 

比較文化演習Ⅰ 2

2

演習

演習

2

2

2

1
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労働経済データ分析 講義・演習 2

地域経済データ分析 講義・演習 2

ビジネス・エコノミクス

コンピュータの基礎 演習

プログラミングⅠ 講義・演習

プログラミングⅡ 講義・演習 2

ゲーミフィケーション 演習 2

2

2

システムソフトウェア 講義 2

ヒューマンコンピュータインタラクション 講義・演習 2

講義・演習 2

2

線形代数学Ⅱ 講義・演習

多変量データ解析 2

並列分散システム 講義 2

ビジネス系科目群

  経済分野科目

経済学入門 講義

統計・情報系科目群

 数理・統計分野科目

  情報分野科目

ＩｏＴ 講義・演習 2

ネットワークとセキュリティ 講義 2

ＡＩ基礎 講義・演習 2

コンピュータシステム 講義 2

ＡＩ・機械学習

微積分学Ⅱ

2

2

深層学習 講義・演習

2

2

2

ベイズ統計学 2

時系列分析 2

数理モデリング 2

線形代数学Ⅰ 講義・演習

微積分学Ⅰ 講義・演習

統計学入門 講義

数理統計学 講義 2

回帰分析 講義・演習 2

Ｗｅｂプログラミング 2

2

政策評価 講義 2

企業経済データ分析 講義・演習 2

情報処理入門 講義・演習

2

2

2

2講義

データサイエンス学科

〔専門教育科目〕 

2

2

1又は2

1又は2

1又は2

内容が異なる場合は複数回の
履修を認める。

確率論 講義・演習

因果推論 講義

信号処理

演習

講義

講義・演習

講義・演習

講義・演習

講義

講義・演習

講義・演習

〔自由科目〕

（社会体験実習）

専門特殊講義

企業等体験実習

スクールインターン

ボランティア活動

－

－

－

データサイエンス学部

専門特殊講義
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内容が異なる場合は複数回の
履修を認める。

2

2

2

2

2

2

2

2

2

協働連携プロジェクトＡ 演習 2

協働連携プロジェクトＢ 演習 2

データサイエンスと心理 講義 2

演習科目

デザイン思考 講義・演習

チームマネジメント 講義 2

専門演習Ⅳ

4

2

2

入門演習Ⅰ 演習

入門演習Ⅱ 演習

基礎演習Ⅰ 演習

基礎演習Ⅱ 演習

専門演習Ⅰ 演習

専門演習Ⅲ 演習

卒業研究 －

専門特殊講義

データサイエンス入門 講義

データサイエンス倫理 講義・演習

実務から学ぶデータサイエンス 講義 2

データサイエンス科目

2

データ可視化 講義・演習 2

専門演習Ⅱ 演習

データハンドリング 講義・演習 2

調査法 講義 2

講義

イノベーションマネジメント 講義 2

会計学 講義 2

デジタル経営 講義 2

起業論 講義 2

消費者行動 講義 2

マーケティング・コミュニケーション 2

デジタルマーケティング 講義 2

キャリア開発 講義 2

ダイバーシティ経営 講義 2

人材開発 講義 2

戦略データ分析 講義・演習 2

マーケティングデータ分析 講義・演習 2

人材データ分析 講義・演習 2

財務データ分析

社会保障 講義 2

金融システム 講義 2

  経営分野科目

経営学入門 講義

経営戦略 講義 2

2講義・演習

国際経済データ分析 講義・演習 2

マクロ経済と経済政策 講義 2

企業競争と産業政策 講義

2

女性労働 講義 2

マーケティング 講義 2

2

2

演習

講義

演習ビジネス英語

社会学科

人間共生学部
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2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

講義

講義

講義

講義

講義・演習

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義・演習

家族社会学

ジェンダーの社会学

応用科目

社会学コア科目

ジェンダーとダイバーシティ科目

文化とメディア科目

心理学概論Ⅰ

社会福祉学概論Ⅰ

講義

講義

講義

共生デザイン概論Ⅰ

都市の社会学

講義

人間共生総論Ⅳ

社会学概論Ⅰ

〔専門教育科目〕 

人間共生学部共通科目

社会調査講義Ⅱ

基礎統計学Ⅰ

基礎統計学Ⅱ

現代社会理論

社会学史

社会調査特論Ⅰ

社会調査特論Ⅱ

講義

人間共生総論Ⅰ

人間共生総論Ⅱ

社会学概論Ⅱ

社会調査講義Ⅰ

社会福祉学概論Ⅱ

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

人間共生総論Ⅲ

講義

講義

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

心理学概論Ⅱ 講義 2

基礎科目

社会学コア科目

2

共生デザイン概論Ⅱ

医療と文化

環境とコミュニティ

現代における労働

子どもと教育の社会学

講義

ライフコース論

ケアの社会学 

生と死の社会学

メンタルヘルスの社会学

恋愛と結婚の社会学

男性学

セクシュアリティの社会学

映像と表象

現代メディア論

2

2

2

2

2

2

2

2

2

社会問題とインクルージョン科目

現代における宗教

サブカルチャーの社会学

身体とファッションの社会学

情報社会論

文化人類学

若者の社会学

観光社会学

講義
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2

2

2

2

2

2

2

2

演習

講義・演習

講義・演習

－

演習

演習

講義

講義ボランティアの社会学

2

格差と不平等の社会学

差別とマイノリティ

ジェンダーとダイバーシティ特論Ⅰ

講義 2

特論科目

2

異文化理解Ⅱ

－

演習

ジェンダーとダイバーシティ特論Ⅱ

文化とメディア特論Ⅰ

文化とメディア特論Ⅱ

社会問題とインクルージョン特論Ⅰ

社会問題とインクルージョン特論Ⅱ

留学認定科目

異文化理解Ⅰ

講義

講義

講義

講義

講義

－

講義

演習

演習

演習

Malaysian Cultural CampⅡ

留学認定科目

実践科目

社会学コア科目

社会学基礎セミナーⅠ

社会学基礎セミナーⅡ

社会調査及び演習Ⅰ

社会調査及び演習Ⅱ

現代社会論セミナーⅠ

現代社会論セミナーⅡ

社会学セミナーⅠ

社会学セミナーⅡ

社会学セミナーⅢ

社会学セミナーⅣ

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

心理学科

〔専門教育科目〕 

人間共生学部共通科目

人間共生総論Ⅰ 講義

2

卒業論文

ビジネス英語

英語コミュニケーション

Malaysian Cultural CampⅠ

演習

演習

2

社会福祉学概論Ⅰ 講義 2

2

6

外国語科目

演習

講義・演習

講義・演習

2

2

4

2

講義 2

共生デザイン概論Ⅱ 講義 2

2

人間共生総論Ⅱ 講義

人間共生総論Ⅲ 講義 2

人間共生総論Ⅳ 講義 2

社会学概論Ⅰ 講義 2

講義 2

講義 2

社会学概論Ⅱ

心理学概論Ⅰ

心理学概論Ⅱ

共生デザイン概論Ⅰ

基礎科目

心理学専門基礎科目群

心理学基礎セミナー

心理学研究法基礎

講義

演習

講義・演習

社会福祉学概論Ⅱ 講義

2

2
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※ 

※ ８０時間実施

2

2

2

2

講義

演習

演習

講義

講義・演習

講義

講義

講義

講義

講義・演習

講義

講義

講義

講義

講義

講義・演習

2

講義

講義

講義

講義・演習

心理検査法セミナー

心理演習

心理実習 

実践科目

社会心理学系科目群

社会心理学調査研究法

社会心理学実験研究法（心理学実験）

臨床心理学系科目群

司法・犯罪心理学

4

4

2

2

2

演習

演習

演習

2

2

4

2

4

2

産業・組織心理学

教育心理学（教育・学校心理学）

福祉心理学

公認心理師の職責

神経・生理心理学

集団心理学

消費行動の社会心理学

演習

演習

2

2

2

2

2

2

2

2

2

実習

講義・演習

講義・演習

演習

教育相談

精神分析学

質的研究法

心理学研究法応用

環境の社会心理学

講義

基礎統計学Ⅰ

基礎統計学Ⅱ

人体の構造と機能及び疾病

社会心理学概論 

臨床心理学概論 

心理学的支援法

パーソナリティ（感情・人格心理学）

学習心理学（学習・言語心理学）

認知心理学（知覚・認知心理学）

家族心理学（社会・集団・家族心理学）

発達心理学

関係行政論

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義・演習

講義・演習

講義

講義

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

演習

演習

講義・演習

2

2

2

2

応用科目

社会心理学系科目群

心理学統計法

社会的認知の心理学

精神疾患とその治療

心理的アセスメント

健康・医療心理学

障害者・ 障害児心理学

講義 2

臨床心理学系科目群

カウンセリングセミナー

Academic LiteratureⅠ

2

Academic LiteratureⅡ

キャリア心理学セミナー

心理学セミナーⅠ

心理学セミナーⅡ

心理学セミナーⅢ

心理学セミナーⅣ

対人コミュニケーション演習

融合・実践科目群

2

2

2
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2

2

2

2

2

2

4

2

－

－

講義

講義

講義

人体の構造・機能・疾病

講義

異文化理解Ⅱ

講義

講義

人間共生総論Ⅰ 講義 2

人間共生総論Ⅱ 講義 2

講義

2

2

社会福祉学概論Ⅰ

共生デザイン概論Ⅰ

共生デザイン概論Ⅱ

2

2

2

心理学概論Ⅱ

2

2

講義

講義

講義

講義

講義

講義

2

講義

2

2

2

講義

2

講義 2

講義 2

講義 2

2

講義

2

2

－

演習

演習

2

2

講義・演習

2

2

2

2

6

講義・演習安心・安全の心理学

ウェルネスの心理学 

グル ープワークⅠ

グル ープワークⅡ

卒業論文

Business English

English Communication

留学認定科目

Malaysian Cultural CampⅠ

Malaysian Cultural CampⅡ

英語

異文化理解Ⅰ

講義・演習

演習

演習

講義・演習

※印の科目は、公認心理師国
家試験受験資格を取得する場
合、必修となる実習演習科目

福祉学科

〔専門教育科目〕 

人間共生学部共通科目

講義

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

2

社会福祉学概論Ⅱ

高齢者福祉論

社会保障Ⅰ

健康福祉論

心理学と心理的支援

社会学と社会システム

社会福祉調査の基礎

2

基礎科目

介護福祉論

ソーシャルワーク論Ⅰ－Ａ

ソーシャルワーク論Ⅰ－Ｂ

地域福祉論Ⅰ

児童・家庭福祉論

障害者福祉論

女性とキャリア

ソーシャルワーク論Ⅱ－Ａ

ソーシャルワーク論Ⅱ－Ｂ

生活と文化

公的扶助論

刑事司法と福祉

発達と老化の理解

講義

講義

人間共生総論Ⅲ 講義

人間共生総論Ⅳ 講義 2

社会学概論Ⅰ 講義

2

社会学概論Ⅱ 講義

心理学概論Ⅰ
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※ ３０時間実施 

※ ３０時間実施 

※ ３０時間実施 

※ ３０時間実施 

※ ３０時間実施 

※ ３０時間実施 

※ ３０時間実施 

※ ３０時間実施 

※ ６０時間実施 

※ １８０時間実施 

1

1

1

1

1

4

1

2

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

演習

講義

－

講義

講義

講義

講義

講義

演習

演習

演習

講義

講義

講義

2

2

講義

演習

実習

実習

演習

1

講義

講義

2

2

講義・演習

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

講義

講義

講義

講義

ソーシャルワーク論Ⅲ－Ｂ

福祉サービスの組織と経営

介護予防

講義

講義

2

講義

2

障害の理解

介護と自立支援

介護とリスクマネジメント

コミュニケーション技術Ｂ

認知症の理解

医療的ケアⅠ

医療的ケアⅡ

医療的ケアⅢ

女性支援論

社会福祉学特別講義

介護福祉学特別講義

社会福祉学基礎セミナーⅡ

社会福祉学セミナーⅠ

老年医学

介護とケアマネジメント

介護過程Ⅰ

こころとからだのしくみＡ

こころとからだのしくみＢ

コミュニケーション技術Ａ

福祉レクリエーション論

福祉レクリエーション援助論

社会的養護論

多文化共生論

多文化理解コミュニケーション

ＩＣＴの理解

医療福祉論

社会保障Ⅱ

ソーシャルワーク論Ⅲ－Ａ

実践科目

社会福祉学基礎セミナーⅠ

社会福祉学セミナーⅡ

社会福祉学セミナーⅢ

応用科目

講義

講義

演習

演習

演習

演習

演習

社会福祉学セミナーⅣ

卒業論文

ソーシャルワーク実習指導

相談援助演習Ⅰ 

相談援助演習Ⅱ

相談援助演習Ⅲ

相談援助演習Ⅳ

権利擁護と成年後見制度

地域福祉論Ⅱ

講義

講義

演習

演習

演習

2

2

4

相談援助演習Ⅴ

相談援助実習事前指導

相談援助実習事後指導

相談援助実習Ⅰ

相談援助実習Ⅱ

生活支援技術Ａ－Ⅰ

演習

演習

生活支援技術Ａ－Ⅱ
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留学認定科目

留学認定科目

留学認定科目

留学認定科目

コミュニケーションスキル論

社会学概論Ⅱ 講義 2

心理学概論Ⅰ 講義 2

グローバル・地域共生基礎科目

2

2

2

2

2

人間共生総論Ⅰ

人間共生総論Ⅱ

心理学概論Ⅱ

社会福祉学概論Ⅰ

社会福祉学概論Ⅱ

共生デザイン概論Ⅰ

共生デザイン概論Ⅱ

基礎科目

国際関係論

コミュニティ・空間デザイン論

講義

講義

講義

2

人間共生総論Ⅲ 講義 2

人間共生総論Ⅳ 講義 2

社会学概論Ⅰ 講義 2

講義

講義

講義

講義

講義

2

2

4

2

－ 2

〔専門教育科目〕 

人間共生学部共通科目

共生デザイン学科

2

2

2

2

1

2

1

2

2

4

1

2

2

3

2

2

2

※印の科目は、社会福祉士国
家試験受験資格を取得する場
合、必修となる実習演習科目

演習

演習

演習

演習

講義・実習

演習

演習

演習

英語コミュニケーション

Malaysian Cultural CampⅠ

Malaysian Cultural CampⅡ

異文化理解Ⅰ

異文化理解Ⅱ

演習

講義・演習

講義・演習

－

講義

介護総合演習Ⅳ

健康と栄養

福祉レクリエーション援助技術

実習

講義・演習

講義・実習

演習

講義・演習

演習

演習

2

2

1

1

1

1

1

1

1

講義・演習

実習

実習

演習

演習

演習

演習

実習

実習

2

生活支援技術Ⅾ

生活支援技術Ｅ

介護過程Ⅱ－Ａ

介護過程Ⅱ－Ｂ

介護過程Ⅲ

介護総合演習Ⅰ

介護総合演習Ⅱ

介護総合演習Ⅲ

社会福祉専門実習

ビジネス英語

介護実習入門

介護実習Ⅰ

介護実習Ⅱ

介護実習Ⅲ

介護実習Ⅳ

アロマセラピー

多文化理解フィールドワーク事前・事後指導

多文化理解フィールドワーク

福祉レクリエーション総合実習 実習 1

生活支援技術Ｂ

生活支援技術Ｃ
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メンタルヘルスの課題と支援Ⅱ

アイデンティティ論

ソーシャルワーク論ⅡＡ

国際共生と社会課題

国際経済論

刑事司法と福祉

医学知識

心理学と心理的支援

ソーシャルワーク論ⅠＡ

精神医学Ⅰ

社会福祉調査の基礎

地域福祉と包括支援体制Ⅰ

地域福祉と包括支援体制Ⅱ

異文化コミュニケーション

居住環境論

ユニバーサルデザイン論

ビジネス・ダイバーシティ科目

ジョブコーチ論

人間共生専門科目

人間の多様性と障害 講義 2

メンタルヘルスの課題と支援Ⅰ 講義 2

ソーシャルワーク論ⅡＢ

精神医学Ⅱ

講義

講義

社会学と社会システム

文化人類学

まちづくりデザイン

精神保健福祉の原理Ⅱ

精神保健福祉制度論

講義 2

社会保障制度Ⅰ 講義 2

社会保障制度Ⅱ 講義 2

エスニシティ論

政策デザインとガバナンス

講義・演習

権利擁護を支える法制度 講義

講義

マイノリティと社会問題

就労支援論

企業と社会

ビジネスデータ分析の基礎

グローバル・地域共生専門科目

人間共生基礎科目

ビジネス・ダイバーシティ科目

応用科目

グローバル・地域共生専門科目

精神保健福祉の原理Ⅰ

ジェンダー論 講義 2

産業と経営

人間共生専門科目

講義

講義

講義

講義

講義・演習

講義

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

講義

講義

講義・演習

講義

講義

講義

講義

精神障害リハビリテーション論

障害者福祉論

防災とジェンダー

家族論

講義

講義

講義・演習

講義

講義

講義

講義

ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ

ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

2

2

2

講義 2
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※ ３０時間実施 

※ ３０時間実施 

※ ３０時間実施 

※ １５０時間実施 

※ ６０時間実施 

※ ３０時間実施 

※ ３０時間実施 

※ ３０時間実施 

※ ３０時間実施 

1

2

地域共生フィールドワークⅡ 講義・演習 4

グローバル・地域共生フィールドワーク

コミュニケーション力養成科目

共生デザイン基礎セミナー

共生デザイン力養成科目

共生デザイン力実践科目

講義

講義

講義

講義

講義・演習

ソーシャルワーク演習Ⅰ（専門）

ソーシャルワーク演習Ⅱ（専門） 演習 1

グローバル・地域共生専門科目

人間共生専門科目

ビジネス・ダイバーシティ科目

専門英語科目

留学認定科目

コミュニティ・空間デザイン演習Ⅰ 演習 4

コミュニティ・空間デザイン演習Ⅱ 演習

2

2

1

ソーシャルワーク演習 演習 1

1

1

1

3

2

4

国際協力実践論 講義・演習 2

ジョブコーチ実習指導

ジョブコーチ実習

異文化理解Ⅱ － 2

講義・演習

講義・演習

講義・演習

実習

実習

講義・演習

実習

演習

演習

演習

演習

演習

異文化理解Ⅰ －

Human Diversity Studies 演習

2

1

2

グローバル共生フィールドワークⅡ 講義・演習

講義・演習 2

2

マーケティング論

ホスピタリティ論

グローバル企業戦略と社会

ＳＤＧｓセミナー

共生デザインセミナーⅠ 演習 2

共生デザインセミナーⅡ 2

演習

演習

－

実践科目

6

ダイバーシティとインクルージョン

共生デザインセミナーⅢ

2

2

講義

2

2

2

4

1

2

2

2

2

2

4

2

ダイバーシティインターンシップⅠ 講義・演習

ダイバーシティインターンシップⅡ 講義・演習

地域共生フィールドワークⅠ

演習

演習

演習

講義 2

2

2

人事心理学

女性とキャリア形成

イノベーションと社会 講義

ソーシャルワーク実習指導

ソーシャルワーク実習事前指導

ソーシャルワーク実習事後指導

ソーシャルワーク実習Ⅰ

ソーシャルワーク実習Ⅱ

グローバル共生フィールドワークⅠ 講義・演習

ジョブコーチ演習

ビジネス英語

英語コミュニケーション

共生デザインセミナーⅣ

卒業論文

ビジネスモデルデザイン

ソーシャルワーク演習Ⅲ（専門）

講義
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選択科目の履修要件、選択必修科目等については別に定める。

別表（２） 

「家庭｣のみ必修

「家庭｣のみ必修

「家庭｣のみ必修

「家庭｣のみ必修

「国語｣のみ必修

「国語｣のみ必修

「国語｣のみ必修

「国語｣のみ必修

「英語｣のみ必修

「英語｣のみ必修

「英語｣のみ必修

「英語｣のみ必修

「情報｣のみ必修

「情報｣のみ必修

「理科｣のみ必修

「理科｣のみ必修

「理科｣のみ必修

「理科｣のみ必修

中高一種免必修

中高一種免のみ必修

中高一種免必修

中一種免必修 

中高一種免必修

中高一種免必修

栄教一種・二種免必修

中高一種免必修

栄教一種・二種免必修

※印の科目は、精神保健福祉
士国家試験受験資格を取得す
る場合、必修となる実習演習
科目

中一種免、栄教一種・二種免必修

栄教一種・二種免のみ必修

2

2

2

2

2

2

2

2

授 業 科 目 授業形態
単位数

国語科教育法Ⅰ

国語科教育法Ⅱ

国語科教育法Ⅲ

国語科教育法Ⅳ

備　考

〔教職に関する専門教育科目〕 

必修 選択

家庭科教育法Ⅰ

家庭科教育法Ⅱ

家庭科教育法Ⅲ

家庭科教育法Ⅳ

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

講義

講義

英語科教育法Ⅱ

英語科教育法Ⅳ

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

情報科教育法Ⅰ 

情報科教育法Ⅱ

理科教育法Ⅰ

理科教育法Ⅱ

2

2

2

講義

講義

講義

講義

英語科教育法Ⅰ 

英語科教育法Ⅲ

講義

講義

2

2

2

2

1

2

2

理科教育法Ⅲ

理科教育法Ⅳ

教育原理

2

教育実習Ⅰ 

教育実習Ⅱ

教育実習指導Ⅰ 

講義

2

2

2

講義

講義

講義

講義

2

実習

演習

実習

実習

講義

演習教職実践演習（栄養教諭）

教育実習指導Ⅱ

栄養教育実習（含事前事後指導）

教職実践演習（中・高）

講義

講義

講義

講義 2

教育課程論 

道徳教育要説

総合的な学習の時間要説

特別活動要説

1

1

講義

講義

教職入門

講義

教育の方法と技術

ＩＣＴ活用の理論と実践

生徒・進路指導論

生徒指導論 

講義

講義

講義

講義

教育相談

教育制度要説（含学校経営） 

青年心理学 

特別支援教育要説

教育心理学

講義

2

2

2

講義

2

2

2

－75－



別表（３） 

別表（４） 

別表（５） 

1

情報資源組織論

図書館情報技術論

備　考

2

2

2

2

2

図書館概論

図書館制度・経営論

1

1

2

2

必修

図書館サービス概論

情報サービス論 

児童サービス論 

生涯学習概論

講義・演習

講義・演習

授 業 科 目

〔図書館司書に関する専門教育科目〕

備　考
必修 選択

授業形態
単位数

備　考
必修 選択

実習

2

2

2

2

2

2

2

演習

単位数

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

講義

2

生涯学習概論

博物館実習

文化史Ａ 

3

2

2

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義図書館情報資源特論（１）

図書館情報資源特論（２）

図書・図書館史

2

情報メディアの活用 

〔学校図書館司書教諭に関する専門教育科目〕

授 業 科 目

授 業 科 目

学校経営と学校図書館 

図書館情報資源概論 

図書館サービス特論（１）

図書館サービス特論（２）

単位数

演習

演習

授業形態

演習

2

1

2

1

1

1

1

1

1

選択

講義

講義

講義

授業形態

図書館施設論

図書館総合演習 

情報資源組織演習

図書館基礎特論

情報サービス演習（１）

情報サービス演習（２）

図書館情報資源概論 

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

講義

博物館概論 

博物館経営論

博物館資料論

博物館資料保存論

博物館展示論

博物館教育論

博物館情報・メディア論

2

講義

講義

〔学芸員に関する専門教育科目〕

情報資源組織論 

学習指導と学校図書館

読書と豊かな人間性
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文化史Ｂ 

美術史Ａ 

講義

講義

〔日本語教員養成プログラム〕 

日本語学要説 講義 2

日本語教授法Ⅰ 講義 2

日本語教授法Ⅱ 講義

日本語教材研究Ⅰ 講義 2

日本語教材研究Ⅱ 講義

2

2

2

2

1

1日本語教育実習Ⅱ 実習

日本語教育学特殊講義（社会と言語）

2

2

2

2

2

2

美術史Ｂ 

美術の世界 

考古学の世界

民俗学Ａ 

講義

講義

講義

講義

2

2

2

2

日本語教育実習Ⅰ 実習

生活の物理 

生活の化学 

人類の進化 

講義

講義

講義

日本語教育学演習Ⅱ 演習

備　考

民俗学Ｂ

授 業 科 目 授業形態

講義 2

単位数

必修 選択

別表（６）

講義

日本語教育学特殊講義（心理と言語） 講義 2

日本語教育学演習Ⅰ 演習
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